
このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
・取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
・ご使用前に「安全上のご注意」（5～6ページ）を必ずお読みください。
・保証書は「お買い上げ日・販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書とともに大切に保管
してください。

保証書別添付

※イラストはWL-8500Aです。

ラック形非常用放送設備

品番　WL-8000A WL-8500A

取扱説明書
工事説明書別添付
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本機は、中規模から大規模建築物に対応する非常用放送設備（以下、本体）です。非常放送＊1以外に、緊急地震放送＊2

や、 緊急放送＊3、業務放送＊4ができます。また、非常リモコン（WR-EC500A）や、マルチリモコンマイク
（WR-MC100A）を接続すると、離れた場所からも放送できます。

●非常放送
・音声警報により、発報放送・火災放送・非火災放送を行います。
・音声警報のメッセージは、「日本語」「日本語＋英語」による放送が可能です。
・非常放送時には、音声指示と液晶画面上での操作指示ガイダンスにより、機器操作を支援します。

非常用放送設備　音声警報　基本文
※下線部には、階情報音声が入ります。階情報がない放送の場合は、飛ばして放送します。

商品概要

日本語
ただ今　　　　　　　　火災感知器が作動しました。係員が確認しておりますので
次の放送にご注意ください。

英　語
Attention please. A fire alarm has activated . We are checking now.
Please wait for the next announcement.

言　語 基本文

日本語
火事です。火事です。　　　　　　　　　　火災が発生しました。落ち着いて避難
してください。

英　語
Attention please. Attention please. There is a fire . 
Please proceed to an emergency exit and evacuate the building in a
calm manner.

言　語 基本文

日本語
先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果異常がありませんでした。ご安心くだ
さい。

英　語
Attention please. The alarm reported earlier was not caused by a fire. 
We are very sorry for the disturbance.

■発報放送

■火災放送

■非火災放送

●緊急放送への対応
・緊急事態に、スイッチ操作1つで緊急メッセージを放送できます。
・3つの緊急放送スイッチにより、段階的な緊急放送（警戒、避難、解除など）ができます。
・外部からの起動信号で自動的に緊急放送できます。
・サイレン音を内蔵しています。避難訓練などに使用できます。
・緊急放送用の非常電源ユニットを接続すると、停電時にも緊急放送ができます。

●業務放送
通常時に行う放送です。本体のマイク放送以外に内蔵メッセージによる放送や、リモコンマイクや外部に接続し
た機器から放送を行うことができます。

＊1非常放送：消防法で定められた非常用放送設備による火災発生時の放送です。
＊2緊急地震放送：緊急地震速報受信端末に連動して行う放送で、非常放送に優先して行うことができます。
＊3緊急放送：火災発生以外の緊急事態（停電、防犯等）時に、業務放送に優先して行う放送です。
＊4業務放送：呼び出し・連絡・BGMなど一般の放送です。
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取扱説明書（本書）…………………………………１冊

工事説明書（設置工事編）…………………………１冊

工事説明書（書き込み編）…………………………１冊

「非常放送のしかた」手順書（収納ケース付）……１枚

保証書…………………………………………………１式

※設置工事に使用する付属品については、工事説明書（設置工事編）に記載しています。

付属品をご確認ください

この商品は、感知器などからの信号を受信した場合に非常放送を放送する設備であり、この商品単独で避難誘導す
るものではありません。

弊社はいかなる場合にも以下に関して、一切の責任を負わないものとします。

q 工事説明書・設置工事編記載の内容に反した工事、使用により発生した損害・被害

w 本商品の不良・不具合以外の事由（設置工事の不備、建屋側取付面の不良などを含む）による落下、転倒などに

よる損害・被害

e 本商品に関連して直接または間接に発生した、偶発的、特殊的、または結果的損害・被害

r お客さまの故意、誤使用や不注意による損害、または本商品の破損等　

t お客さまによる本商品の分解、修理または改造が行われた場合、それに起因するかどうかにかかわらず発生した

一切の故障または不具合

y 本商品の故障・不具合を含む何らかの理由または原因により、放送ができないなどによる不便・損害・被害

u 第三者の機器等と組み合わせたシステムによる不具合、あるいはその結果被る不便・損害・被害

i 本商品の点検が適切に行われていない結果、発生した損害・被害

免責について

記号のみかた

：該当する機能を使用するにあたり、制限事項や注意事項が書かれています。

：使用上のヒントが書かれています。

著作権について

本製品に含まれるソフトウェアの譲渡、コピー、逆アセンブル、逆コンパイル、リバースエンジニアリングは禁じ
られています。また、本製品に含まれるすべてのソフトウェアの輸出法令に違反した輸出行為は禁じられています。
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必ずお守りください

危険 

蓄電池を分解しない

分解禁止 

電池内部の液が飛び
出し目に入ったりし
て失明などの事故の
原因になります。

蓄電池を火の中に入れな
い

火気にも近づけない
でください。発火、
破裂の原因になりま
す。

蓄電池に強い衝撃を与え
ない

ハンマーなどでたた
いたり、クギなどを
打ち込んだりしない
でください。発火・
破裂の原因になりま
す。

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。（次は図記号の例です）

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

禁止 

禁止 

蓄電池の◯＋ ◯－ 端子を
ショートさせない

発熱、発火の原因に
なります。

禁止 

「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。

警告 

注意 

危険 「死亡や重傷を負うおそれが大きい内容」です。

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。
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注意 

通風孔をふさがない

禁止 

内部に熱がこもり、
火災の原因になりま
す。

蓄電池の交換は、販売店
か保守契約店に依頼する

感電の原因になりま
す。

警告 

工事は販売店に依頼する

工事には技術と経験が
必要です。火災、感電、
けが、器物損壊の原因
になります。

¡必ず販売店にご依頼ください。

異物を入れない

禁止 

水や金属が内部には
いると、火災や感電
の原因になります。

¡直ちに分電盤の電源を切り、
販売店にご連絡ください。

周囲に物を置かない

禁止 

非常時の操作を妨げ
る原因になります。

¡指定範囲内は常に整理、整頓し
てください。

定期的に点検をする

非常時に適切な避難
誘導が行えない原因
になります。

¡点検は、販売店や保守契約店に
依頼してください。

定格20A以上・交流100V
の分電盤に接続する

指定外の接続をした
場合、非常時に適切
な避難誘導が行えな
い原因となります。

分解しない、改造しない

分解禁止 

火災や感電の原因にな
ります。

異常があるときは、
すぐ使用をやめる

煙が出る、においが
するなど、そのまま
使用すると火災の原
因になります。

¡直ちに分電盤の電源を切り、
販売店にご連絡ください。

必ずお守りください

機器の上に水などの入っ
た容器を置かない

水ぬれ禁止 

水などが中に入った
場合、火災や感電の
原因になります。

¡直ちに分電盤の電源を切り、
販売店にご連絡ください。

機器の上に乗らない、
ぶらさがらない

禁止 

倒れたり、落ちたり
して、けが、器物破
損の原因になります。
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●保守点検契約のお願い
・非常用放送設備は、消防法により定期的・総合的な保守点検の実施、消防署への報告、および点検結果の維持
台帳への記録が義務付けられています。
また、点検をする人は消防設備士や消防設備点検資格者でなければなりません。
・非常用放送設備を正しく動作させるために、保守点検契約をしてください。
詳しくは販売店（工事店）、または販売会社にお問い合わせください。
・保守点検費用は有償です（製品の保証期間とは関係ありません）。結ばれた契約に基づき、消防設備士や消防
設備点検資格者がご使用者に代わって定期的・総合的な保守点検業務を実施します。

●日常点検をしてください。
万一の際（非常時）にも機器が正常に動作するよう日常点検を行ってください。特に非常放送用の非常電源は必
ず点検してください。（日常点検→46ページ）
・蓄電池に異常がある場合、そのユニットに内蔵している全数の蓄電池を交換してください。交換は販売店また
は保守契約店に依頼してください。
・蓄電池の寿命は使用するしないにかかわらず4年間です。これを過ぎると、たとえ点検時に正常電圧が表示さ
れても交換が必要です。

●日常点検で異常がある場合は、直ちに販売店または保守契約店に連絡してください。

●必ず定期的に保守点検を行ってください。
日常点検は機器の動作の一部だけを点検するもので、すべてではありません。必ず定期的に総合的な保守点検を行って
ください。

●非常放送の設定内容は変更できません。
非常用放送設備は、設定された仕様を管轄消防署に届けているため、安易に設定内容を変更することはできませ
ん。運用開始後の非常放送設定の変更は、管轄消防署の確認が必要です。

●本機内部には、電圧の高い部分がありますので、操作パネル部は絶対に開けないでください。

●分電盤のブレーカーは絶対に切らないでください（常に主電源表示灯が点灯していること）。
非常電源に組み込まれた蓄電池は、停電でも放送できるように常に充電が必要です。本機を接続した分電盤のブ
レーカーは、絶対に切らないようにしてください。

●使用温度範囲は0 ℃～＋40 ℃です。
この温度範囲以外で使用すると、内部の部品に悪影響を与え、故障または誤動作の原因になります。

●本機の上や周囲に物を置かないでください。
本機の上部は通風孔になっていますので、物を置かないでください。故障や落下の原因になります。
また、左右0.5 m以内、操作面から2 m以内に物を置かないでください。操作の妨げになります。

●「非常放送のしかた」手順書は本機の近くに置いてください。
非常時に確実な操作ができるように、「非常放送のしかた」手順書は本機の近くに置いてください。本機の上に
は絶対に置かないでください。また手順書は設定された起動方式に該当するページがすぐに見られる状態に常に
保ってください。
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●お手入れのしかた
ケースが汚れたときは、水で薄めた台所用洗剤（中性）を柔かい布にしみ込ませ、固く絞ってから軽くふいてく
ださい。そのあと、乾いた柔らかい布で洗剤成分を完全にふき取ってください。ベンジン、シンナーなどでふく
と変質したり、塗料がはがれたりすることがありますので避けてください。化学ぞうきんをご使用の際は、その
注意書きにしたがってください。

¡お手入れは、スイッチに触れないように、注意して行ってください。
スイッチに触れると、非常放送などが作動する場合があります。

¡内部の清掃や点検は、販売店にご相談ください。
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各部のなまえと働き

q非常操作ユニット（WK-ER500A）

全館一斉、出火階と連動階などへ非常放送を行います。また、一般の業務放送もできます。

wサービスユニット

設置工事で機器をラックに取り付けるときや、修理・点検で機器を出し入れするときに使用します。

e電源制御ユニット（WU-L62）

非常操作ユニット、入出力制御ユニット、増設用出力制御ユニット、電力増幅ユニット、非常電源ユニット、
非常リモコンなどの機器に電源を供給・制御するためのユニットです。

r入出力制御ユニット（WU-ER550）

非常リモコン、マルチリモコンなど周辺機器の接続、制御用のユニットです。

t増設用出力制御ユニット（WU-ER552）

スピーカー回線の接続、制御用のユニットです。

q非常操作ユニット 
　(WK-ER500A)

1Uブランクパネル 

2Uブランクパネル 

3Uブランクパネル 

2Uブランクパネル 

スタンダードラック形 
(WL-8000A） 

ロングラック形 
(WL-8500A） 

wサービスユニット 

e電源制御ユニット 
　(WU-L62)

r入出力制御ユニット 
　(WU-ER550)

t増設用出力制御ユニット 
　(WU-ER552)

■本体部

¡上図は非常用放送設備WL-8000A/8500Aの構成図です。ご使用時には、電力増幅ユニットや増設用
操作ユニット、業務用放送機器が収納されますので、配置は異ってきます。
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各部のなまえと働き

y主電源表示灯［主電源］（緑色）

点灯：本体に主電源（AC100 V）が正常に供給されています。
消灯：停電です。

u主回路表示灯［主回路］（緑色/赤色）

緑色点灯：本体内部の主回路電圧（DC24 V）は正常です。
赤色点灯：異常です。販売店または保守契約店に連絡してください。

iコンピューター異常表示灯［コンピューター異常］（赤色）

点灯：コンピューターに異常があります。販売店また保守契約店に連絡してください。
異常時は放送を停止します。放送を行うときは、マイクドア内のコンピューター制御スイッチ（→14、
15ページ）を［切］にし、本体マイクで放送します。放送は一斉放送になります。

消灯：正常です。

o火災灯［火災（大きな表示灯）］（赤色）

非常起動すると、点滅または点灯します。
点滅：非常起動（火災感知器・発信機・非常電話など）による発報放送中、または発報放送のあと操作待機、

非常起動スイッチを押したあとの操作待機中
点灯：火災放送中、または火災放送のあとの操作待機中

!0非常起動スイッチ［非常起動］

手動で非常放送するときに押します。
発報放送時または火災音信号（ピーピーピー音）が鳴っているときに押すと、火災放送を放送します。

!1連動表示灯［連動］（赤色）

点灯：感知器・発信機などから起動すると、出火階と連動階に非常放送を放送します（設定は書き込みで行い
ます）。

!2連動一斉表示灯［連動一斉］（赤色）

点灯：感知器・発信機などから起動すると、全館一斉に非常放送を放送します（設定は書き込みで行います）。

WK-ER500A

u i !1 !2 !3o !0 o

!6 !5

!4

!7!8!9@0@1@2@3

y

@4

@5

■非常操作ユニット部
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!3発報連動停止表示灯［発報連動停止］（赤色）

点灯：感知器から起動すると、発報放送は放送されません。本体のモニタースピーカーから火災音信号（ピー
ピーピー）が鳴ります（設定は書き込みで行います）。

!4非常復旧スイッチ［非常復旧］

非常放送を復旧するときに押します。
※感知器が作動している間は非常放送状態は復旧しません。

!5メッセージ再生表示灯［メッセージ再生］（緑色）

点灯：業務放送や緊急放送で、本体に内蔵されたメッセージを再生中です。

!6点検モード表示灯［点検中］（緑色）

点灯：保守点検などで、点検を実行しています。

!7液晶画面

非常放送時の操作指示、異常発生時の内容、動作状態などを表示します。

!8非火災放送スイッチ［非火災］

火災でないことを確認したときに押します。非火災放送を放送します。

!9非火災放送表示灯［非火災］（緑色）

非火災放送スイッチを押すと点灯します。
点灯：非火災放送中
点滅：非火災放送のあと操作待機

@0発報放送表示灯［発報］（だいだい色）

点灯：発報放送中
点滅：発報放送のあと操作待機

@1火災放送表示灯［火災］（赤色）

火災放送スイッチを押すと点灯します。

@2火災放送スイッチ［火災］

火災を確認したときに押します。火災放送を放送します。

@3出力レベルメーター［出力レベル］

非常操作ユニットの音声出力レベルを表示します。

@4地震放送停止スイッチ［地震放送停止］

緊急地震放送を手動で停止させたいときに押します。

@5地震放送表示灯［地震放送］（だいだい色）

緊急地震放送中に点滅します。

≪ 
ク 

発 報 放 知 送 中 ≫ 感 器 
マ イ ク 放 送 → マ イ ス イ ッ チ 

放 ッ ス イ 
火 災 → 火 
非 火 災 → 非 

ッ チ 
チ 

災 放 送 ス イ 
火 災 送 

画面名／状態表示 

操作指示 
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各部のなまえと働き
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@6緊急放送スイッチ１、2、3［緊急放送1～3］

手動で緊急放送するときに押します。あらかじめ設定したメッセージを、設定した放送先に放送します。

@7優先一斉放送スイッチ［一斉放送　優先］

全館に一斉放送するときに押します。すべての放送階の階別作動表示灯が点灯します。
スピーカー配線が3線式のとき、音量調整器がOFF位置の放送階でも最大音量で放送されます。

@8一般一斉放送スイッチ［一斉放送　一般］

全館に一斉放送するときに押します。すべての放送階の階別作動表示灯が点灯します。
音量調整器の調整音量で放送されます。音量調整器がOFFに設定された放送階には放送されません。
スピーカー配線が3線式のとき音量調整器がOFF位置の放送階でも、非常放送時、緊急放送時は、最大音量で
放送されます。

@9放送復旧スイッチ［放送復旧］

放送終了時に押します。選択されていた放送階はすべて解除されます。
すべての放送階の階別作動表示灯が消灯します。

#0コールサインスイッチ［コールサイン ］

業務放送中に押すと、コールサイン音が放送されます。
お買い上げ時、各スイッチは次のように設定されています。

1：上り4音

2：下り4音
内蔵しているほかのコールサインも設定できます。
詳しくは販売店にご相談ください。

WK-ER500A

@6

@7
@8

@9

#0

¡緊急地震放送や非常放送時や緊急放送時はスイッチを押しても放送されません。
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#1非常、業務放送兼用マイクロホン（以下、本体マイク）
・マイクを取り、マイクスイッチを押しながら放送します。
・業務放送中に非常放送が入った場合、マイク放送は遮断され非常放送に切り換わ
ります。
感知器・発信機・非常電話からの起動のときは、音声警報が放送されます。
非常起動スイッチを押した手動起動のときは、放送されません。

・マイク放送をするときは、マイクスイッチを一度離し、再度押します。手動起動
のときは、放送階選択スイッチを押して放送先を選択します。
・マイク放送は音声警報より優先されるので、適切に避難誘導を行ってください。

#2マイクドア

ドアを開くと、設定のためのスイッチがあります。

#3放送階選択スイッチ［放送階］

放送する階を選択するときに押します。階別作動表示灯が点灯します。
再度押すと、選択が解除され、階別作動表示灯が消灯します。

#4階別作動表示灯［作動］（緑色）

点灯：該当する階のスピーカーから放送できます。
放送階選択スイッチを押すと、選択した階の表示灯が点灯します。
一斉放送スイッチを押すと、すべての階の表示灯が点灯します。
感知器などの作動で非常放送が起動すると、出火階と連動階が点灯します。

点滅：該当する階のスピーカー回線が短絡しています。販売店または保守契約店に連絡してください。

#5出火階表示灯［出火階］（赤色）

点灯：該当する階で感知器・発信機・非常電話などが作動しています。

#6モニタースピーカー

放送状態を確認できます。ハウリング防止のため、本体マイクのマイクスイッチを押している間、
モニタースピーカーから音は出なくなります。

WK-ER500A

#1 #2

#3#4#3#4#3#4#3#4#5 #5#5#5#6

マイクスイッチを押す 

業務操作用 

¡スイッチを業務操作用の業務選択スイッチにしたときは、働きは同じですがなまえは作動表示灯
［作動］になります。

¡書き込み設定で業務操作用にしたときは、右上の表示カードを使用します。働きは同じですが
スイッチのなまえは業務選択スイッチ［業務選択］になります。
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各部のなまえと働き

WK-ER500A

#8

#9

$0$1$2$3

#7

マイクドア内 

#7書き込み設定スイッチとキー

機器構成設定、非常放送設定、緊急放送設定、業務放送設定などの書き込みを行うスイッチとキーです。ここ
では通常操作で使用する部分のみを説明します。詳細については「工事説明書　書き込み編」で説明していま
す。
¡カーソルキー［▲▼ts］

モニタースピーカー音量の調整、メニューの選択、数値の増減に使用します。
¡取消スイッチ［取消］

入力した数値を修正するときや、点検終了に使用します。
¡戻るスイッチ［戻る］

現在表示中の画面から１つ前の画面に戻るときに使用します。
¡確定スイッチ［確定］

非常放送設定やモニター音量設定を液晶画面で確認するときに押します。
¡前スイッチ［前］／ 次スイッチ［次］

エラー詳細内容の画面を切り換えるときに使用します。

#8動作選択スイッチ［動作選択］

通常動作中に押して、動作モードを切り換えます。押すたびに、液晶画面の表示が＜通常動作＞→＜非常放送
設定確認＞→＜点検モード＞→＜書き込みモード＞と切り換わります。
緊急地震放送、非常放送中および緊急放送中は切り換わりません。
通常動作 ：通常はこの状態を選択します。
非常放送設定確認：発信機手動起動設定、発報放送回数、第1タイマー、第2タイマーの各設定内容を確認

する場合に選択します。
点検モード ：保守点検を行う場合に選択します。
書き込みモード ：機器構成設定、非常放送設定、緊急放送設定、業務放送設定などの書き込みを行う場合

に選択します。
書き込みを行うためには、パスワードの入力が必要となります。
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#9コンピューター制御スイッチ［コンピューター制御］［入］［切］

入：通常は必ずこの状態を選択します。
切：コンピューター異常時に［切］にすると、本体マイクで一斉放送ができます。
スピーカー配線が3線式のときは、音量調整器がOFF位置の放送階でも最大音量で放送されます。
異常が発見されて修理されたあとに、［切］から［入］に戻すと、正常の動作に戻ります。

$0エラースイッチ［エラー］

液晶画面の右下に「エラー」が表示されたときに押します。液晶画面の表示が＜異常詳細表示＞に切り換わり
ます（→48ページ）。確認した内容を販売店または保守契約店に連絡してください。

$1蓄電池点検スイッチ［蓄電池点検］

本体に接続した非常放送用の非常電源ユニット（WP-570B）に収納した蓄電池の点検用スイッチです。
異常があるとき、液晶画面に「エラー」と表示されます（→49ページ）。

$2ブザー停止スイッチ［ブザー停止］

異常発生を知らせるブザー音を止めるときに押します。
ブザーは蓄電池異常、通信異常、EMG24 Vブレイク異常などのときに鳴ります。
ブザー音を止めても異常状態は解消しませんので、販売店または保守契約店に連絡してください。

$3モニター音量スイッチ［モニター音量］

モニタースピーカーの音量を調整するときに押すと、液晶画面にモニター音量が表示されます。カーソルキー
（▲、▼）を押して音量を調整し、確定スイッチを押して音量を確定します。
非常放送時は設定に関係なく、最大音量になります。

エラー 

+ ５ 
上 
＜ 

定 

モ 

選 

整 
■ ■ 

ー 
■ 

タ ー 
調 下 キ ５ 

ニ 音 量 ＞ 
～ 
■ 
保 

■ 
確 存 → 

で ＋５） 
□ 

択 → ／ 

ＳＰ 
（－ 

▲ 

▲ 
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非常放送のしくみ

火災放送に移行するには 

第2タイマー 
タイムアップ※2

階別信号受信 

内部設定※1
発報連動停止  点灯 発報連動停止  消灯 

［非常放送のしかた（1）］ ［非常放送のしかた（2）］ 

発報放送 

火　災　放　送 

一斉火災放送 

火災音信号鳴動 

 

OFF

非常起動スイッチを押す 
　　　　または 
火災放送スイッチを押す 
　　　　または 
・発信機起動（火災確認信号） 
・非常電話作動（火災確認信号） 
・第2感知器作動（階別信号） 
・第2感知器作動（火災確認信号） 
・第1タイマータイムアップ（2～5分） 

非火災放送に移
行するには→ 

非火災放送に移
行するには→

非火災放送に移
行するには→ 

火災放送に移行するには 

第2タイマー 
タイムアップ※2

階別信号・火災確認信号受信 

内部設定※3
火災放送に設定 発報放送に設定 

［非常放送のしかた（3）］ ［非常放送のしかた（4）］ 

発報放送 

火　災　放　送 

一斉火災放送 

 

OFF

非常起動スイッチを押す 
　　　　または 
火災放送スイッチを押す 
　　　　または 
・感知器作動（階別信号） 
・発報放送終了（放送回数2回） 

非火災放送に移
行するには→ 

非火災放送に移
行するには→

非火災放送に移
行するには→ 

●感知器起動 ●発信機・非常電話起動

■概要
¡非常放送には発報放送、火災放送、非火災放送があります。

・発報放送は火災感知器・発信機・非常電話などが作動したことを知らせる放送です。
・火災放送は火災が発生したことを知らせる放送です。
・非火災放送は火災ではなかったことを知らせる放送です。

¡非常放送は内蔵された音源（音声警報など）を放送しますが、本体マイクからも放送できます。

¡非常時の操作のしかたや放送の流れは、登録された設定内容（起動方法）によって異なり、以下の概略

チャートに示される6通りがあります。必ず販売店（工事店）に設定内容をご確認ください。
¡それぞれの詳しい操作方法は20ページ以降をお読みください。

操
作

●発信機・非常電話起動で階別信号と火災確認信号が同
時に入らない場合は、感知器起動の動作になります。
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火災放送に移行するには 

第2タイマー 
タイムアップ※2

非常起動スイッチと放送階選択スイッチを押す 

内部設定※3
火災放送に設定 発報放送に設定 

［非常放送のしかた（5）］ ［非常放送のしかた（6）］ 

発報放送 

火　災　放　送 

一斉火災放送 

 

OFF

非常起動スイッチを押す 
　　　　または 
火災放送スイッチを押す 
　　　　または 
・発信機起動（階別信号＋火災確認信号） 
・非常電話作動（階別信号＋火災確認信号） 
・感知器作動（階別信号） 
・第1タイマータイムアップ（2～5分） 

非火災放送に移
行するには→ 

非火災放送に移
行するには→

非火災放送に移
行するには→ 

●非火災放送に移行するには
非火災放送スイッチを押します。

●手動起動

非火災放送 

非火災放送スイ
ッチを押す 

●増設階情報（別売品）を使用して階
情報変更ができます（販売店にご相
談ください）。

※1 発報連動停止の有無設定
※2 一斉火災放送移行時間の設定（OFF、

0分、2～5分）
※3 発報放送か火災放送かの設定

WK-ER500A

火災 

非常起動 

非火災 
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非常放送のしくみ

操
作

●マイク放送について
・非常放送（音声警報）中のマイク放送は、音声警報より優先して放送されます。状況を把握し放送してくださ
い。
・本体マイクで業務放送中に、火災感知器、発信機または非常電話の起動で非常放送が入った場合、マイク放送は遮
断され、非常放送（音声警報）に切り換わります。避難誘導などを放送するときは、本体マイクのスイッチを一度
離し、再度スイッチを押してください。
・マイク放送後は、下記の状態になります。
発報放送中のマイク放送後　：無音、第1タイマー継続
非火災放送中のマイク放送後：無音
火災放送中のマイク放送後　：第2シグナル音が鳴ります

●放送復旧スイッチを押したあとの動作について
発報放送中の放送復旧後　：無選択、無音、第1タイマー継続
非火災放送中の放送復旧後：無選択、無音
火災放送中の放送復旧後　：無選択、無音、第2タイマー継続
注）第2タイマータイムアップによる一斉火災放送中は、放送復旧スイッチを押しても復旧しません。
無選択とは、放送階選択スイッチが解除され、階別作動表示灯がすべて消灯している状態です。

●連動表示が点灯している場合
火災感知器、発信機または非常電話から起動した非常放送は、出火階と連動階に放送されます。

●連動一斉表示が点灯している場合
火災感知器、発信機または非常電話から起動した非常放送は、全館一斉に放送されます。

●第1タイマー設定について
第1タイマー（火災放送移行タイマー）は、2～5分に設定できます（出荷時は5分に設定）。

●第2タイマー設定について
第2タイマー（一斉火災放送移行タイマー）は、OFF、0分、2～5分に設定できます（出荷時は5分に設定）。
OFF ：一斉火災放送に移行しません。
0分 ：すぐに一斉火災放送に移行します。
2～5分 ：設定した時間経過のあと、一斉火災放送に移行します。

※第1タイマー、第2タイマーは最大59分59秒までの設定が可能ですが、設定時間が5分を越える場合は、所轄消
防署の確認が必要です。
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動作選択 
確定 

戻る 戻る 前 

次 次 

非常放送設定確認画面 

定 → 確 認 開 始 

確 ＜ 非 常 放 送 設 定 

確 

＞ 認 

動作選択 

戻る 

3回 

2
戻 る 了 → 確 認 終 次 

確 

改 

非 常 放 

報 放 送 
起 

送 定 
動 信 機 ・ 動 

設 ＜ 
発 
発 

＞ 

画 面 → 前 
回 数 回 

／ 

認 
発 報 0 5 0 0

0 5 0 0
→ 戻 る ／ 確 認 終 了 前 次 

移 行 有 
改 画 面 → 

＞ 
行 災 分 秒 放 送 移 

常 

秒 分 一 斉 火 災 

＜ 非 放 送 設 定 確 認 
火 

前 

手 

●設定内容の確認について
・発信機起動時、手動起動時の設定の切り換え、発報放送回数、火災放送移行時間（第1タイマー）、一斉火災放
送移行時間（第2タイマー）の設定内容を液晶画面上で確認できます。
・マイクドア内にある動作選択スイッチを押して＜非常放送設定確認＞画面を表示し、各スイッチを操作して画
面上で設定内容を確認します。

通常画面

WK-ER500A

マイクドア内 

「動作選択」スイッチ 

「戻る」スイッチ 

「確定」スイッチ 

「前」スイッチ 

「次」スイッチ 
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連動階 

出火階 

液晶画面 
≪ 

ク 
発 報 放 知 送 中 ≫ 感 器 

マ イ ク 放 送 → マ イ ス イ ッ チ 

放 ッ ス イ 
火 災 → 火 
非 火 災 → 非 

ッ チ 
チ 

災 放 送 ス イ 
火 災 送 

マ イ ク 放 送 → マ 
≪ 火 災 放 送 中 ≫ 

イ ク ス イ ッ チ 
非 火 災 → 非 火 災 ッ チ 放 送 ス イ 

マ ク 放 送 → イ 
≪ 一 斉 火 災 放 送 中 ≫ 

マ イ ク ス イ ッ チ 
非 火 災 → 非 火 災 ッ チ 放 送 ス イ 

押す 

1 火災灯が点滅し、出火階と連動階に発報放送のメッセージが放送される 

 連動一斉  表示灯点灯時は全館一斉に放送されます。 
¡発報放送終了後、モニタースピーカーから火災音信号（ピーピーピー）が放送されます。 

ピンポン ピンポン ピンポン（第1シグナル音） 
「ただいま◯階の火災感知器が作動しました。係員が確認しておりますので、次の放送にご注意ください。」 

液晶画面 

液晶画面 

2 操作を選択する 
●火災を確認したとき 

　火災放送スイッチまたは非常起動
スイッチを押す 

●状況に応じてマイクで放送する 
　　→Aへ 
●火災でないことを確認したとき 
　　→Bへ 

●状況に応じてマイクで放送する　→Aへ 
●火災でないことを確認したとき　→Bへ 

●状況に応じてマイクで放送する　→Aへ 
●火災でないことを確認したとき　→Bへ 

3 火災放送のメッセージが放送される 

第2タイマータイムアップ（設定時間　OFF、0分、2～5分） 
¡「OFF」のときは、一斉火災放送に切り換わりません。 

ピンポン　ピンポン　ピンポン（第1シグナル音） 
「火事です！火事です！◯階で火災が発生しました。落ち着いて避難してください。」ビュー　ビュー　ビュー（第2シグナル音） 

4 全館に火災放送のメッセージが放送される（一斉火災放送） 

 

　以下の場合も自動的に火災放送のメッセージが放送されます。 
　　　¡発信機起動（火災確認信号）★ 
　　　¡非常電話作動（火災確認信号）★ 
　　　¡第2感知器作動（階別信号）★ 
　　　¡第2感知器作動（火災確認信号）★ 
　　　¡第1タイマータイムアップ（2～5分） 

　　★印のときは発報放送終了後、火災放送に切り換わります。 

点灯 連動 
消灯 
発報連動停止 

2
1

液晶画面 

(階別信号入力) 
感知器から信号が入る 
（第一報） 

非常放送のしかた（1）感知器起動

表示a消灯（出荷時：消灯）
表示a点灯連動

発報連動停止
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マイクスイッチを押す 

追加階 

出火階 

押す 

押す 

押す 

≪ 非 火 災 放 送 中 ≫ 
火 災 感 知 器 を 停 止 さ せ 
非 常 復 旧 ス イ ッ チ を 押 せ 
マ イ ク 放 送 → マ ッ チ イ ク ス イ 

押す 

押す 

液晶画面 

ba放送階を増やすとき 
必要な階のスイッチを押して選択し、再びマイク
で放送する 

一斉放送するとき 
一斉放送スイッチを押す 

¡一斉放送一般スイッチを押
しても優先一斉放送（アッ
テネーター（音量調整器）
無効）の動きになります。 

¡階別作動表示灯が点灯している階にマイク音が放送されます。 
¡ 連動一斉  表示灯点灯時は、マイクは全館一斉放送となります。 
¡発報放送時にマイク放送したあとは無音となります（第1タイマーは継続します）。 
¡火災放送時マイクで放送したあと、マイクスイッチを離すと第2シグナル音（ビュー
ビュービュー）が鳴ります。 

¡非火災放送時にマイク放送したあとは無音となります。 

B 火災でないことを確認したとき 

ピンポン ピンポン ピンポン（第1シグナル音） 
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、異常がありませ
んでした。ご安心ください。」 

「火災でないときは、自動火災報知設備の復旧を確認し、非常
復旧スイッチを押せ。」 

B-2 非常復旧スイッチを押す 
非常復旧スイッチを押すと、非常状態から解除さ
れます。 
ただし、感知器が動作している間は非常放送は復
旧しません。 

B-1 非火災放送スイッチを押す 

¡選択階を取り消すには、その階
のスイッチをもう一度押します。
階別作動表示灯が消灯します。 

●状況に応じてマイクで 
　放送する　→Aへ 

モニタースピーカーから音声指示が放送されます。 

非火災放送のメッセージが放送されます。 

A 状況に応じてマイクで放送する（マイク放送優先） 

B-1 B-2 A-b

A-a

マイク 
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連動階 

出火階 

非 常 放 中 送 ≪ 
送 → イ ク ス イ ッ チ 

≫ 感 知 器 
マ 

送 ス イ ッ チ 放 

マ イ ク 放 
火 災 → 火 災 放 送 ス イ ッ チ 
非 火 災 → 非 火 災 

マ イ ク 放 送 → マ 
≪ 火 災 放 送 中 ≫ 

イ ク ス イ ッ チ 
非 火 災 → 非 火 災 ッ チ 放 送 ス イ 

マ ク 放 送 → イ 
≪ 一 斉 火 災 放 送 中 ≫ 

マ イ ク ス イ ッ チ 
非 火 災 → 非 火 災 ッ チ 放 送 ス イ 

液晶画面 

押す 

ピー、ピー、ピー、（火災音信号） 
火災感知器が作動した。火災のときは火災放送スイッチを押せ。火災でないときは非火災放送スイッチを押せ。 

液晶画面 
●状況に応じてマイクで放送する　→Aへ 
●火災でないことを確認したとき　→Bへ 

3 火災放送のメッセージが放送される 
ピンポン　ピンポン　ピンポン（第1シグナル音） 
「火事です！火事です！◯階で火災が発生しました。落ち着いて避難してください。」ビュー　ビュー　ビュー（第2シグナル音） 

1 火災灯が点滅し、モニタースピーカーから火災音信号とメッセージが放送される 

液晶画面 
●状況に応じてマイクで放送する　→Aへ 
●火災でないことを確認したとき　→Bへ 

4 全館に火災放送のメッセージが放送される（一斉火災放送） 

第2タイマータイムアップ（設定時間　OFF、0分、2～5分） 
¡「OFF」のときは、一斉火災放送に切り換わりません。 

●状況に応じてマイクで放送する 
　　→Aへ 
●火災でないことを確認したとき 
　　→Bへ 

2 操作を選択する 
●火災を確認したとき 

　火災放送スイッチまたは非常起動
スイッチを押す 

 

　以下の場合も自動的に火災放送のメッセージが放送されます。 
　　　¡発信機起動（火災確認信号） 
　　　¡非常電話作動（火災確認信号） 
　　　¡第2感知器作動（階別信号） 
　　　¡第2感知器作動（火災確認信号） 
　　　¡第1タイマータイムアップ（2～5分） 

(階別信号入力) 
感知器から信号が入る 
（第一報） 

点灯 連動 
点灯 
発報連動停止 

2
1

液晶画面 

非常放送のしかた（2）感知器起動

表示a点灯（出荷時：消灯）
表示a点灯連動

発報連動停止
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マイクスイッチを押す 

押す 
追加階 

出火階 

押す 

押す 

押す 

押す 

≪ 非 火 災 放 送 中 ≫ 
火 災 感 知 器 を 停 止 さ せ 
非 常 復 旧 ス イ ッ チ を 押 せ 
マ イ ク 放 送 → マ ッ チ イ ク ス イ 

A 状況に応じてマイクで放送する（マイク放送優先） 

¡階別作動表示灯が点灯している階にマイク音が放送されます。 
¡ 連動一斉  表示灯点灯時は、マイクは全館一斉放送となります。 
¡火災信号音（ピーピーピー）放送時にマイク放送したあとは無音となります 
（第1タイマーは継続します）。 

¡火災放送時マイクで放送したあと、マイクスイッチを離すと第2シグナル音（ビュー
ビュービュー）が鳴ります。 

¡非火災放送時にマイク放送したあとは無音となります。 

液晶画面 

B 火災でないことを確認したとき 

ピンポン ピンポン ピンポン（第1シグナル音） 
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、異常がありませ
んでした。ご安心ください。」 

「火災でないときは、自動火災報知設備の復旧を確認し、非常
復旧スイッチを押せ。」 

B-2 非常復旧スイッチを押す 
非常復旧スイッチを押すと、非常状態から解除さ
れます。 
ただし、感知器が動作している間は非常放送は復
旧しません。 

B-1 非火災放送スイッチを押す 

●状況に応じてマイクで 
　放送する　→Aへ 

モニタースピーカーから音声指示が放送されます。 

非火災放送のメッセージが放送されます。 

ba放送階を増やすとき 
必要な階のスイッチを押して選択し、再びマイク
で放送する 

一斉放送するとき 
一斉放送スイッチを押す 

¡一斉放送一般スイッチを押
しても優先一斉放送（アッ
テネーター（音量調整器）
無効）の動きになります。 

¡選択階を取り消すには、その階
のスイッチをもう一度押します。
階別作動表示灯が消灯します。 

マイク B-1 B-2 A-b

A-a
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連動階 

出火階 非 

発 信 機 ≪ 発 報 放 送 中 ≫ 
チ イ マ ク 放 マ イ 

放 チ 
ク ス イ ッ 

火 災 非 火 災 

送 → 
災 

放 → 
火 災 → 火 

送 ス 
送 ス イ ッ 

イ ッ チ 

マ イ ク 放 送 → マ 
≪ 火 災 放 送 中 ≫ 

イ ク ス イ ッ チ 
非 火 災 → 非 火 災 ッ チ 放 送 ス イ 

マ ク 放 送 → イ 
≪ 一 斉 火 災 放 送 中 ≫ 

マ イ ク ス イ ッ チ 
非 火 災 → 非 火 災 ッ チ 放 送 ス イ 

液晶画面 

押す 

1 火災灯が点灯し、出火階、連動階に発報放送のメッセージが放送される 

●状況に応じてマイクで放送する 
　　→Aへ 

●火災でないことを確認したとき 
　　→Bへ 

2 操作を選択する 

 

　以下の場合も自動的に火災放送のメッセージが放送されます。 
　　　¡感知器作動（階別信号）★ 
　　　¡発報放送終了（放送回数2回） 
　　★印のときは発報放送終了後、火災放送に 
　　　切り換わります。 

●火災を確認したとき 

　火災放送スイッチまたは非常起動
スイッチを押す 

注意 
発報放送時にマイク放送したあと、 
マイクスイッチを切ると火災放送に 
移行します。 

液晶画面 
●状況に応じてマイクで放送する　→Aへ 
●火災でないことを確認したとき　→Bへ 

3 火災放送のメッセージが放送される 
ピンポン　ピンポン　ピンポン（第1シグナル音） 
「火事です！火事です！◯階で火災が発生しました。落ち着いて避難してください。」ビュー　ビュー　ビュー（第2シグナル音） 

液晶画面 
●状況に応じてマイクで放送する　→Aへ 
●火災でないことを確認したとき　→Bへ 

4 全館に火災放送のメッセージが放送される（一斉火災放送） 

第2タイマータイムアップ（設定時間　OFF、0分、2～5分） 
¡「OFF」のときは、一斉火災放送に切り換わりません。 

ピンポン ピンポン ピンポン（第1シグナル音） 
「ただいま◯階の火災感知器が作動しました。係員が確認しておりますので、次の放送にご注意ください。」 

 連動一斉  表示灯点灯時は全館一斉に放送されます。 

2
マイク 

1
点灯 連動 

液晶画面 

(階別信号＋火災確認信号の同時入力) 
発信機・非常電話から信号が入る 
（第一報） 

非常放送のしかた（3）発信機・非常電話起動（発報）

「発報放送」に設定の場合（出荷時：発報放送）
表示a点灯連動
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マイクスイッチを押す 

押す 

押す 

押す 

≪ 非 火 災 放 送 中 ≫ 
火 災 感 知 器 を 停 止 さ せ 
非 常 復 旧 ス イ ッ チ を 押 せ 
マ イ ク 放 送 → マ ッ チ イ ク ス イ 

追加階 

出火階 

押す 

押す 

A 状況に応じてマイクで放送する（マイク放送優先） 

¡階別作動表示灯が点灯している階にマイク音が放送されます。 
¡ 連動一斉  表示灯点灯時は、マイクは全館一斉放送となります。 
¡火災放送時マイクで放送したあと、マイクスイッチを離すと第2シグナル音（ビュー
ビュービュー）が鳴ります。  

¡非火災放送時にマイク放送したあとは無音となります。 

液晶画面 

B 火災でないことを確認したとき 

ピンポン ピンポン ピンポン（第1シグナル音） 
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、異常がありませ
んでした。ご安心ください。」 

「火災でないときは、自動火災報知設備の復旧を確認し、非常
復旧スイッチを押せ。」 

B-2 非常復旧スイッチを押す 
非常復旧スイッチを押すと、非常状態から解除さ
れます。 
ただし、感知器が動作している間は非常放送は復
旧しません。 

B-1 非火災放送スイッチを押す 

●状況に応じてマイクで 
　放送する　→Aへ 

マイク B-1 B-2 A-b

A-a

モニタースピーカーから音声指示が放送されます。 

非火災放送のメッセージが放送されます。 

ba放送階を増やすとき 
必要な階のスイッチを押して選択し、再びマイク
で放送する 

一斉放送するとき 
一斉放送スイッチを押す 

¡一斉放送一般スイッチを押
しても優先一斉放送（アッ
テネーター（音量調整器）
無効）の動きになります。 

¡選択階を取り消すには、その階
のスイッチをもう一度押します。
階別作動表示灯が消灯します。 
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非常放送のしかた（4）発信機・非常電話起動（火災）

(階別信号＋火災確認信号の同時入力) 
発信機・非常電話から信号が入る 
（第一報） 

連動階 

出火階 マ イ ク 放 送 → マ 
≪ 火 災 放 送 中 ≫ 

イ ク ス イ ッ チ 
非 火 災 → 非 火 災 ッ チ 放 送 ス イ 

液晶画面 

マ ク 放 送 → イ 
≪ 一 斉 火 災 放 送 中 ≫ 

マ イ ク ス イ ッ チ 
非 火 災 → 非 火 災 ッ チ 放 送 ス イ 

●状況に応じてマイクで放送する　→Aへ 
●火災でないことを確認したとき　→Bへ 

1 火災灯が点灯し、出火階、連動階に火災放送のメッセージが放送される 
ピンポン ピンポン ピンポン（第1シグナル音） 
「火事です！火事です！◯階で火災が発生しました。落ち着いて避難してください。」 
ビュー　ビュー　ビュー（第2シグナル音） 

 連動一斉  表示灯点灯時は全館一斉に放送されます。 

液晶画面 
●状況に応じてマイクで放送する　→Aへ 
●火災でないことを確認したとき　→Bへ 

2 全館に火災放送のメッセージが放送される（一斉火災放送） 

第2タイマータイムアップ（設定時間　OFF、0分、2～5分） 
¡「OFF」のときは、一斉火災放送に切り換わりません。 

1
点灯 連動 

液晶画面 

「火災放送」に設定の場合（出荷時：発報放送）
表示a点灯連動
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押す 

押す 

≪ 非 火 災 放 送 中 ≫ 
火 災 感 知 器 を 停 止 さ せ 
非 常 復 旧 ス イ ッ チ を 押 せ 
マ イ ク 放 送 → マ ッ チ イ ク ス イ 

マイクスイッチを押す 

追加階 

出火階 

押す 
押す 

押す 

A 状況に応じてマイクで放送する（マイク放送優先） 

¡階別作動表示灯が点灯している階にマイク音が放送されます。 
¡ 連動一斉  表示灯点灯時は、マイクは全館一斉放送となります。 
¡火災放送時マイクで放送したあと、マイクスイッチを離すと第2シグナル音（ビュー
ビュービュー）が鳴ります。 

¡非火災放送時にマイク放送したあとは無音となります。 

液晶画面 

B 火災でないことを確認したとき 

ピンポン ピンポン ピンポン（第1シグナル音） 
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、異常がありませ
んでした。ご安心ください。」 

「火災でないときは、自動火災報知設備の復旧を確認し、非常
復旧スイッチを押せ。」 

B-2 非常復旧スイッチを押す 
非常復旧スイッチを押すと、非常状態から解除さ
れます。 
ただし、感知器が動作している間は非常放送は復
旧しません。 

B-1 非火災放送スイッチを押す 

●状況に応じてマイクで 
　放送する　→Aへ 

マイク B-1 B-2 A-b

A-a

モニタースピーカーから音声指示が放送されます。 

非火災放送のメッセージが放送されます。 

ba放送階を増やすとき 
必要な階のスイッチを押して選択し、再びマイク
で放送する 

一斉放送するとき 
一斉放送スイッチを押す 

¡一斉放送一般スイッチを押
しても優先一斉放送（アッ
テネーター（音量調整器）
無効）の動きになります。 

¡選択階を取り消すには、その階
のスイッチをもう一度押します。
階別作動表示灯が消灯します。 
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手動起動には、連動と個別の2種類が 
あります（出荷時は連動）。 
違いは、55ページをお読みください。 

連動階 

押す 

非 火 放 災 → 非 火 災 

マ イ ク 放 送 
送 中 ≫ 手 ≪ 発 

送 ス チ イ ッ 

報 放 
イ ク マ → 
動 

ッ チ 
起 動 

火 災 → 火 イ ッ チ 
イ ス 

ス 災 放 送 

放 送 階 選 択 
常 起 動 ≫ ≪ 手 動 非 

ッ チ イ ス 
　 

せ 　 
　 　 
押 を 

マ イ ク 放 送 → マ 
≪ 火 災 放 送 中 ≫ 

イ ク ス イ ッ チ 
非 火 災 → 非 火 災 ッ チ 放 送 ス イ 

マ ク 放 送 → イ 
≪ 一 斉 火 災 放 送 中 ≫ 

マ イ ク ス イ ッ チ 
非 火 災 → 非 火 災 ッ チ 放 送 ス イ 

液晶画面 

液晶画面 

押す 

押す 

1  非常起動スイッチを押す 

2  放送したい階の放送階選択スイッチを押す 
ピンポン ピンポン ピンポン（第1シグナル音） 
「ただいま火災感知器が作動しました。係員が確認しておりますので、次の放送にご注意ください。」 

放送階選択スイッチを押せ（音声指示） 

マイクを外し、マイクスイッチ
を押すとマイク放送が優先して
放送されます。 

※：階別信号を受信して火災放送に切り換わったとき、階情報（○階で）が自動的に文章に追加されます。 

¡連動のとき選択階と連動階の階別作動表示灯が点灯 
¡個別のときは選択階のみ点灯 

2

液晶画面 
●状況に応じてマイクで放送する　→Aへ 
●火災でないことを確認したとき　→Bへ 

4 火災放送のメッセージが放送される 
ピンポン　ピンポン　ピンポン（第1シグナル音） 
「火事です！火事です！（◯階で）※火災が発生しました。落ち着いて避難してください。」ビュー　ビュー　ビュー（第2シグナル音） 

液晶画面 
●状況に応じてマイクで放送する　→Aへ 
●火災でないことを確認したとき　→Bへ 

5 全館に火災放送のメッセージが放送される（一斉火災放送） 

第2タイマータイムアップ（設定時間　OFF、0分、2～5分） 
¡「OFF」のときは、一斉火災放送に切り換わりません。 

●状況に応じてマイクで放送する 
　　→Aへ 

●火災でないことを確認したとき 
　　→Bへ 

3 操作を選択する 

 

　以下の場合も自動的に火災放送のメッセージが放送されます。 
　　　¡発信機起動（火災確認信号＋階別信号）★ 
　　　¡非常電話作動（火災確認信号＋階別信号）★ 
　　　¡感知器作動（階別信号）★ 
　　　¡第1タイマータイムアップ（2～5分） 
　　★印のときは発報放送終了後、火災放送に切り換わります。 

3
1

液晶画面 

●火災を確認したとき 

　火災放送スイッチまたは非常起動
スイッチを押す 

非常放送のしかた（5）手動起動（発報）

「発報放送」に設定の場合（出荷時：発報放送）
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マイクスイッチを押す 

押す 

押す 

押す 

≪ 非 火 災 放 送 中 ≫ 
火 災 感 知 器 を 停 止 さ せ 
非 常 復 旧 ス イ ッ チ を 押 せ 
マ イ ク 放 送 → マ ッ チ イ ク ス イ 

追加階 

出火階 

押す 

押す 

¡階別作動表示灯が点灯している階にマイク音が放送されます。 
¡火災放送時マイクで放送したあと、マイクスイッチを離すと第2シグナル音（ビュー
ビュービュー）が鳴ります。 

¡発報放送時と非火災放送時にマイク放送したあとは無音となります。 

A 状況に応じてマイクで放送する（マイク放送優先） 

液晶画面 

B 火災でないことを確認したとき 

ピンポン ピンポン ピンポン（第1シグナル音） 
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、異常がありませ
んでした。ご安心ください。」 

「火災でないときは、自動火災報知設備の復旧を確認し、非常
復旧スイッチを押せ。」 

B-2 非常復旧スイッチを押す 
非常復旧スイッチを押すと、非常状態から解除さ
れます。 
ただし、感知器が動作している間は非常放送は復
旧しません。 

B-1 非火災放送スイッチを押す 

●状況に応じてマイクで 
　放送する　→Aへ 

マイク B-1 B-2 A-b

A-a

モニタースピーカーから音声指示が放送されます。 

非火災放送のメッセージが放送されます。 

ba放送階を増やすとき 
必要な階のスイッチを押して選択し、再びマイク
で放送する 

一斉放送するとき 
一斉放送スイッチを押す 

¡一斉放送一般スイッチを押
しても優先一斉放送（アッ
テネーター（音量調整器）
無効）の動きになります。 

¡選択階を取り消すには、その階
のスイッチをもう一度押します。
階別作動表示灯が消灯します。 
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連動階 

押す 

マ イ ク 放 送 → マ 
≪ 火 災 放 送 中 ≫ 

イ ク ス イ ッ チ 
非 火 災 → 非 火 災 ッ チ 放 送 ス イ 

マ ク 放 送 → イ 
≪ 一 斉 火 災 放 送 中 ≫ 

マ イ ク ス イ ッ チ 
非 火 災 → 非 火 災 ッ チ 放 送 ス イ 

放 送 階 選 択 
常 起 動 ≫ ≪ 手 動 非 

ッ チ イ ス 
　 

せ 　 
　 　 
押 を 

液晶画面 

押す 

液晶画面 
●状況に応じてマイクで放送する　→Aへ 
●火災でないことを確認したとき　→Bへ 

3 火災放送のメッセージが放送される 
ピンポン　ピンポン　ピンポン（第1シグナル音） 
「火事です！火事です！火災が発生しました。落ち着いて避難してください。」ビュー　ビュー　ビュー（第2シグナル音） 

液晶画面 
●状況に応じてマイクで放送する　→Aへ 
●火災でないことを確認したとき　→Bへ 

4 全館に火災放送のメッセージが放送される（一斉火災放送） 

第2タイマータイムアップ（設定時間　OFF、0分、2～5分） 
¡「OFF」のときは、一斉火災放送に切り換わりません。 

¡連動のとき選択階と連動階の階別作動表示灯が点灯 
¡個別のときは選択階のみ点灯 

放送階選択スイッチを押せ（音声指示） 

手動起動には、連動と個別の2種類が 
あります（出荷時は連動）。 
違いは、55ページをお読みください。 

1  非常起動スイッチを押す 

2  放送したい階の放送階選択スイッチを押す 

2
1

液晶画面 

非常放送のしかた（6）手動起動（火災）

「火災放送」に設定の場合（出荷時：発報放送）
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マイクスイッチを押す 

押す 

押す 

押す 

≪ 非 火 災 放 送 中 ≫ 
火 災 感 知 器 を 停 止 さ せ 
非 常 復 旧 ス イ ッ チ を 押 せ 
マ イ ク 放 送 → マ ッ チ イ ク ス イ 

追加階 

出火階 

押す 

押す 

¡階別作動表示灯が点灯している階にマイク音が放送されます。 
¡火災放送時マイクで放送したあと、マイクスイッチを離すと第2シグナル音（ビュー
ビュービュー）が鳴ります。 

¡非火災放送時にマイク放送したあとは無音となります。 

A 状況に応じてマイクで放送する（マイク放送優先） 

液晶画面 

B 火災でないことを確認したとき 

ピンポン ピンポン ピンポン（第1シグナル音） 
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、異常がありませ
んでした。ご安心ください。」 

「火災でないときは、自動火災報知設備の復旧を確認し、非常
復旧スイッチを押せ。」 

B-2 非常復旧スイッチを押す 
非常復旧スイッチを押すと、非常状態から解除さ
れます。 
ただし、感知器が動作している間は非常放送は復
旧しません。 

B-1 非火災放送スイッチを押す 

●状況に応じてマイクで 
　放送する　→Aへ 

マイク B-1 B-2 A-b

A-a

モニタースピーカーから音声指示が放送されます。 

非火災放送のメッセージが放送されます。 

ba放送階を増やすとき 
必要な階のスイッチを押して選択し、再びマイク
で放送する 

一斉放送するとき 
一斉放送スイッチを押す 

¡一斉放送一般スイッチを押
しても優先一斉放送（アッ
テネーター（音量調整器）
無効）の動きになります。 

¡選択階を取り消すには、その階
のスイッチをもう一度押します。
階別作動表示灯が消灯します。 
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緊急地震放送について

■緊急地震放送とは
緊急地震速報受信端末からの起動信号により、自動で緊急地震放送ができます。
緊急地震放送は、放送の優先順位が最上位で、この放送を行っている間は、非常放送、緊急放送、業務放送は
行えません。また、停電時も非常放送用の非常電源により放送が可能です。

■緊急地震放送の動作
緊急地震速報受信端末より緊急地震速報を受信

A 緊急地震放送を停止させたいときは 

A-1 地震放送停止スイッチを押す。 
緊急地震放送が停止します。 
 
 ※緊急地震放送前に放送を行っていた
場合は、緊急地震放送終了後、元の
放送を再開します。 

A-1

押す 

1 地震放送中表示灯が点滅し、緊急地震放送が放送される。 
チャイム音2回。「地震です。落ち着いて身を守ってください。」 

¡あらかじめ設定した階すべてに放送されます。 
　（手動操作により、放送階に追加・削除を行うことはできません。） 
¡マイク放送はできません。 

≪ 地 震 放 送 中 ≫ 
放 送 終 了 → 地 震 放 送 停 
マ イ ク 放 送 は で き ま せ ん 

を 押 せ 止 

液晶画面 

※緊急地震放送前に放送を行っていた場合は、緊急地震放送終了後、 
　元の放送を再開します。 
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■緊急地震放送を行っているときの非常放送について
緊急地震放送は、非常放送より優先して放送されます。緊急地震放送中の非常放送の動作は以下の通りです。

●非常放送中に緊急地震速報を受信したとき

・非常放送中に緊急地震速報を受信した場合、非常放送は中断し、緊急地震放送に切り換わります。

非常放送 

緊急地震放送 

緊急地震速報受信 

非常放送中断 

緊急地震放送終了 
または、緊急地震放送停止スイッチを押す 

●緊急地震放送中に非常放送起動入力を受信したとき

・緊急地震放送中に非常放送が起動した場合、緊急地震放送が優先され、非常放送は保留状態になります。
・緊急地震放送中は、非常放送に関するスイッチ（火災放送スイッチ、非火災放送スイッチなど）の操作は
無効となりますが、非常放送の階別信号や火災確認信号を受信した場合は保留状態となり、緊急地震放送
終了後の非常放送状態に反映されます。
・緊急地震放送中に、非常放送を優先させたいときは、地震放送停止スイッチを押して、緊急地震放送を終
了させる必要があります。

非常放送 

緊急地震放送 

緊急地震速報受信 

非常放送保留 

非常放送起動 
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緊急放送のしかた

■緊急放送とは
緊急事態のとき、業務放送に優先して行うことができる放送です。非常放送、緊急地震放送時は放送を中断し
ます。

●3つの緊急放送スイッチによるワンタッチ放送
・操作部にある3つの緊急放送スイッチで、業務放送中でもワンタッチで優先して放送ができます。
・3つの緊急放送スイッチは、後押し優先で作動します。

●外部機器からの制御による放送
・外部機器（外部センサーなど）からの起動で、放送ができます。

●内蔵の緊急メッセージの再生放送
・内蔵したメッセージを3つの緊急放送スイッチ、または外部制御入力に割り付けることにより、再生して
放送ができます。

●停電時の緊急放送
・非常放送とは別に、緊急業務放送用として非常電源ユニット（WP-570B）を接続することにより、停電
時の緊急放送ができます。

¡外部機器からの制御による緊急放送や、緊急メッセージ再生を行うためには、あらかじめ工事と設定
が必要です。

¡放送場所の設定、音源機器の接続状態、メッセージ再生の登録などを販売店（工事店）にご確認くだ
さい。
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¡緊急放送スイッチは、後押し優先で作動します。あとから押した緊急放送スイッチに登録された放送
が、すでに行われている放送を中断して放送します。

押す 

≪ 
1

緊 急 放 送 中 ≫ 
緊 急 放 送 ス イ ッ チ 

送 ッ ス イ 
マ イ ク 放 
放 送 先 変 更 

ス イ ッ チ 
チ 

送 → マ イ ク 
→ 放 階 

押す 

押す 

マイク 
スイッチを押す 

1 緊急放送スイッチを押す 

メッセージ再生表示灯が点灯します。 
メッセージの再生は1回と繰り返しの設定になります。 

登録された放送先の階別作動表示灯が点灯し、メッセージが放送
されます。 
緊急放送中に非常起動が入力されると、非常放送が優先して放送
されます。 

2 放送先を追加するとき、放送階選択スイッチを押す 
放送階の追加ができます。 
※一斉放送するときは、優先一斉または一般一斉スイッチを押し
ます。 

3 状況に応じて、本体マイクで放送する（マイク放送優先） 
マイクスイッチを離すと、メッセージ放送が途中であればメッセー 
ジ放送に戻ります。 
 

4 放送復旧スイッチを押す 
緊急放送が始まる前の状態に復旧します。 

1
4

2

3

 

■緊急放送スイッチによる放送
緊急放送スイッチに、放送先、メッセージが登録されている前提での操作手順です。
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緊急放送のしかた

■外部制御入力による緊急放送
外部制御入力の接点に、緊急放送として放送先、メッセージが登録されている前提での操作手順です。

マイク 
スイッチを押す 

≪ 緊 急 放 送 中 ≫ 
外 部 制 御 1
マ イ ク 放 ス イ ッ チ 送 → マ イ ク 

1 外部機器（センサーなど）が作動したとき 

メッセージ再生表示灯が点灯します。 

登録された放送先の階別作動表示灯が点灯し、メッセージが放送
されます。 

2 状況に応じて、本体マイクで放送する（マイク放送優先） 
マイクスイッチを離すと、メッセージ放送が途中であればメッセー 
ジ放送に戻ります。 
 

3 外部機器が停止したとき 
緊急放送が始まる前の状態に戻ります。 

2
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¡この機能を使用するには、緊急／業務放送用として非常電源ユニットの接続が必要です。

■停電時の緊急放送

押す 

押す 

マイク 
スイッチを押す 

≪ 緊 急 放 送 中 ≫ 
外 部 制 御 1
マ イ ク 放 ス イ ッ チ 送 → マ イ ク 

押す 

≪ 
1

緊 急 放 送 中 ≫ 
緊 急 放 送 ス イ ッ チ 

送 ッ ス イ 
マ イ ク 放 
放 送 先 変 更 

ス イ ッ チ 
チ 

送 → マ イ ク 
→ 放 階 

登録された放送先の階別作動表示灯が点灯し、メッセージまたは内蔵音源が 
放送されます。 
メッセージ再生表示灯が点灯します。 

2 放送先を追加するとき、放送階選択スイッチを押す 
放送階の追加ができます。 
※一斉放送するときは、優先一斉放送または一般一斉放送 
スイッチを押します。最大音量で放送されます。 

3 状況に応じて、本体マイクで放送する（マイク放送優先） 
マイクスイッチを離すと、メッセージ放送が途中であればメッセー 
ジ放送に戻ります。（内蔵音源の放送も同じ動作です。） 

4 放送復旧スイッチを押す 
 

1-A 緊急放送スイッチを押す 1-B 外部機器（センサーなど）が起動
して登録された内蔵音源を再生 

停電状態に戻ります 5 外部機器が停止したとき 

1-Aのとき 

1-Aのとき 1-Bのとき 

放送先の追加
はできません 

1-Bのとき 

4
2

3 1-A

1-B

1-Aは、緊急放送スイッチに、放送先とメッセージが登録されている前提での操作手順です。
1-Bは、緊急外部制御入力で、放送先と内蔵音源を登録した前提での操作手順です。
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業務放送のしかた

■非常操作ユニットからの放送

マイクスイッチを押す 

押す 

押す 

押す 

≪ 業 務 放 送 中 ≫ 
本 体 

押す 押す 

液晶画面 

放送階選択スイッチ 業務選択スイッチ 

3-A 本体マイクで放送する 3-B 外部の音源機器など（ライン1に接
続されている機器）から放送する 

外部の音源機器を再生状態にする 

4 放送終了後コールサインスイッチ1または2を押す 

5 放送復旧スイッチを押す 
    放送した場所の選択が解除され、階別作動表示灯、作動表示灯が消灯します。 

2 コールサインスイッチ1または2を押す 
お買い上げ時の設定はコールサインスイッチ1は「上り4音」、コールサインスイ
ッチ2は「下り4音」に設定されています。 

1-A 個別に放送するとき 
放送したい場所の放送階選択スイッチまたは業
務選択スイッチを押す 
階別作動表示灯、作動表示灯が点灯します。 

1-B 一斉放送するとき 
一斉放送スイッチを押す 

最大音量で放送されます。 
アッテネーター（音量調整器）がOFFでも
放送できます。 

アッテネーター（音量調整器）で調整され
た音量で放送されます。 
OFFのときは放送されません。 

5
2, 4

1-A

3-A
1-B

業務選択スイッチのみに登録された場所には放送さ
れません。 
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■内蔵メッセージの放送
内蔵音源再生機能を利用して本機に内蔵されたメッセージ音声を利用した業務放送について説明します。

¡この機能を使用するには、増設用操作ユニット（WK-EX520）1台を接続して、10個のスイッチをメッ
セージスイッチに割り当てる設定があらかじめ必要です。設定は販売店（工事店）にご確認ください。

押す 

閉館放送 

省エネ放送 押す 

≪ 業 務 放 送 中 ≫ 
本 体 

液晶画面 

押す 押す 

放送階選択スイッチ 業務選択スイッチ 

3 再度、該当するメッセージのスイッ
チを押す 
作動表示灯が消灯し、メッセージの放送が
停止します。 

4 放送終了後、放送復旧スイッチを押す 
放送階選択スイッチの階別作動表示灯、業務放
送先用の業務選択スイッチの作動 
表示灯が消えます。 

2 放送するメッセージのスイッチを押す 
メッセージ再生用に設定された増設用操作ユニットの業務選択スイッ
チ（メッセージスイッチ）を押します。 
作動表示灯が点灯します。 

放送されます 
メッセージ再生表示灯が点灯し、設定された回数（1回または繰り返し）でメッセージが放送されます。 

4

1-A

2, 3

1-B

1-B 一斉放送するとき 
一斉放送スイッチを押す 

最大音量で放送されます。 
アッテネーター（音量調整器）がOFFでも
放送できます。 

アッテネーター（音量調整器）で調整され
た音量で放送されます。 
OFFのときは放送されません。 

1-A 個別に放送するとき 
放送したい場所の放送階選択スイッチまたは業
務選択スイッチを押す 
階別作動表示灯、作動表示灯が点灯します。 

業務選択スイッチのみに登録された場所には放送さ
れません。 
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業務放送のしかた

■外部制御入力による放送
外部制御入力の接点に放送先とメッセージが登録されている前提での操作手順です。

≪ 業 務 放 送 中 ≫ 
外 部 制 御 

1 外部機器（例えばプログラムタイマー）が作動したとき 

登録された放送先の階別作動表示灯が点灯します。 

2 外部機器からの制御入力が解除されると、通常状態に戻ります 

1, 2

●チャイム／ページング／BGMの放送について
本機のチャイム放送、ページング放送、BGM放送を実行中は液晶画面に放送の種類が表示されます。ただし、
複数の放送が実行されるとき、画面にはより高い優先順位の放送が表示されます。

1）チャイム放送の場合
チャイム制御入力に制御信号が入力されると、右の画面が表示され、
チャイム音声が放送されます。

2）電話機などからによるページング放送の場合
ページング制御入力に制御信号が入力されると、右の画面が表示さ
れ、ページング音声が放送されます。

3）BGM放送の場合
BGM制御入力に制御信号が入力されると、右の画面が表示され、
BGM音声が放送されます。
ただしBGM制御機能により、ほかの音声放送が起動した場合、液晶
画面はほかの音声起動の表示に切り換わり、BGM音声はミキシング
されて放送されます。

チ 
《 業 務 放 送 中 》      
ャ イ ム     

Ｂ 
《 業 務 放 送 中 》      
Ｇ Ｍ      

ペ 
《 業 務 放 送 中 》      
ｰ ジ ング     
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■BGM放送について
BGM放送とほかの業務放送の関係を説明します。
・BGM入力の音声はほかの入力の音声（本体マイク、ライン1～4、チャイムなど）とミキシングされて放送
されます。
・BGM放送が起動した状態でほかの放送が開始されると、BGMの音量は下げて（ミュート）放送されます。
またミュートの量は、内部のボリューム調整で設定されます。

＜ミキシング動作の例＞

ライン3入力　音声 

ライン3音声 

ライン3放送起動 
（外部制御入力） 

スピーカー出力 

ミュート：ミュート量は本機内部であらかじめ調整されています。 
　　　　　出荷状態では、BGM音声はカットされる設定になっています。 

BGM入力　音声 BGM入力　音声 

ライン3入力　音声 

放送起動　ON 放送起動　OFF

操
作
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業務放送のしかた

■汎用出力スイッチ機能について
緊急地震放送中、非常放送中、緊急放送中はこの機能は無効になります。
・汎用出力機能を利用して増設用操作ユニット（WK-EX520）の10個のスイッチを汎用出力スイッチに使用
することができます。これにより本機から外部機器を制御できます。
・この機能を使用することで外部機器の音源を本機で操作することも可能になります。
・この機能が利用できる増設用操作ユニットは1台のみで、内蔵音源再生機能を設定したときは同じ増設用操
作ユニット（WK-EX520）になります。

押す 

ラジオ体操第2

ラジオ体操第1

押す 

ラジオ体操第2

ラジオ体操第1

2 放送する音源の外部機器が設定されたスイッチを押す 
機能が割り当てられた増設用操作ユニットの業務選択スイッチを
押します。 
作動表示灯が点灯し、汎用出力端子に割り当てられた外部の機器
が制御され、作動します。 

3 再度スイッチを押す 
外部機器の制御が解除され（停止）、作動表
示灯が消灯します。 

※設定により非常放送、緊急放送起動中も汎
用出力制御を動作させることができます。 

4

1-A

2, 3

1-B

≪ 業 務 放 送 中 ≫ 
本 体 

液晶画面 

押す 押す 

1-A 個別に放送するとき 
放送したい場所の放送階選択スイッチまたは業
務選択スイッチを押す 
階別作動表示灯または作動表示灯が点灯します。 

1-B 一斉放送するとき 
一斉放送スイッチを押す 

最大音量で放送されます。 
アッテネーター（音量調整器）がOFFでも放送
できます。 

アッテネーター（音量調整器）で調整された音
量で放送されます。 
OFFのときは放送されません。 
業務放送スイッチのみに登録された場所には放
送されません。 

押す 

4 放送終了後、放送復旧スイッチを押す 
放送階選択スイッチの階別作動 
表示灯、業務選択スイッチの作 
動表示灯が消えます。 

放送されます 

放送階選択スイッチ 業務選択スイッチ 

42
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■各放送の優先順位について
放送の優先順位は、緊急地震放送→非常放送→緊急放送→業務放送の順番になります。

●緊急放送、業務放送の優先順位設定について
・ 緊急放送　　：緊急放送スイッチ1、2、3による放送は、外部制御起動の放送より優先されます。

外部制御起動間で優先順位設定ができます。
・ 業務放送　　：放送モード間で優先順位設定ができます。

BGM放送は最下位（17位）に固定されています。
BGM放送中にほかの放送（例えばマイク放送）が開始された場合、BGMの音は小さく
なりマイクの音とミキシングされます。

¡お買い上げ時の業務放送の設定は、BGM（第17位）以外の起動入力がすべて第9位に設定されてい
ます。

放送モード 優先順位度

緊急放送
緊急放送スイッチ1、2、3 後押し優先

外部制御起動 1～16位に設定可能

本体（非常操作ユニット）

非常リモコン

マルチリモコンマイク

業務放送
一般リモコン（リモコンマイク） 1～16位に設定可能

チャイム

外部制御入力

拡張外部制御入力

BGM放送 17位に固定
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モニター音量の調整

モニタースピーカーの音量を調整します。

1. マイクドア内のモニター音量スイッチを押す
音量調整画面が液晶に表示されます。

2. カーソルキー ▲ ▼を押して音量を調整する
表示されている■の数が増減します。

3. 確定キーを押す
音量が確定します。

¡非常放送時は設定に関係なく最大音量になります。

押す 

押す 

+ ５ 
上 
＜ 

定 

モ 

選 

整 
■ ■ 

ー 
■ 

タ ー 
調 下 キ ５ 

ニ 音 量 ＞ 
～ 
■ 
保 

■ 
確 存 → 

で ＋５） 
□ 

択 → ／ 

ＳＰ 
（－ 

▲ 

▲ 

WK-ER500A

マイクドア内 

3

12
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¡音量調整を中止するときは、［戻る］スイッチを押します。

¡10秒間操作しないと、音量調整を中止して通常画面に戻ります。
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相互通話のしかた

放送が行われていないときは、本体マイクを使って本機と非常リモコン間で相互通話（インターホン）ができます。

●相互通話のしかた
1. 放送が行われていないことを液晶画面で確認する
放送が行われていないとき、液晶画面には何も表示されません。

※放送階選択スイッチが押され、液晶画面に表示された状態では、マイク音声は選択された階へ放送されま
す。（通常の放送となります）

2. 本体マイクを取り、マイクスイッチを押しながら話す
・本機の本体マイクからの音声は、接続されたすべての非常リモコンのモニタースピーカーから放送されます

・非常リモコンの本体マイクからの音声は、本機と接続したほかの非常リモコンのモニタースピーカーから
放送されます

非常リモコン 

話す 

非常リモコン ラック形非常用 
放送設備（本機） 

非常リモコン 非常リモコン ラック形非常用 
放送設備（本機） 

話す 

¡相互通話中は、液晶画面に「インターホン中」と表示されます。

イ ン タ ー ホ ン 中 
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日常点検

万一の際（非常時）にも的確に機器が動作するように、日常点検を行ってください。
日常点検で異常を発見したときは、直ちに販売店または保守契約店に連絡してください。
※日常点検は、動作の一部だけを点検するものです。必ず定期的に総合的な保守点検を行ってください。

日常点検で蓄電池に異常がある場合、そのユニットに内蔵している全数の蓄電池を交換してください。また蓄電池
の寿命は、使用する・しないにかかわらず4年間です。これを過ぎると、たとえ点検時に正常電圧が表示されても
交換が必要です。交換は販売店または保守契約店に依頼してください。

■電源の点検
●主電源（AC100 V）の点検
操作パネルの主電源表示灯が点灯していることを確認する
※停電または電源電圧が低い場合は点灯しません。

●主回路電源・電圧（DC24 V）の点検
操作パネルの主回路表示灯が緑色点灯していることを確認する
※本体内部の主回路電源電圧が低い場合は赤色点灯します。

●蓄電池点検
非常放送用の非常電源ユニット内の蓄電池の電圧を点検します。

1. 液晶画面が通常動作画面であることを確認する
※非常放送中および緊急放送中は操作できません。

2. マイクドア内の［蓄電池点検］スイッチを押す
スイッチを押してから約10秒後に点検結果を表示します。
蓄電池が正常のときは、液晶画面は通常動作画面のままです。
蓄電池が異常のときは、ブザー音が鳴り、液晶画面右下に「エラー」が表示されます。
※ブザー音を止めるときは、マイクドア内の［ブザー停止］スイッチを押します。

3. マイクドア内の［次］、［前］スイッチを押して、異常があるユニットを特定する
非常リモコン用および増設用出力制御用として非
常電源ユニットを接続している場合、これらの蓄
電池も含めて異常のある蓄電池の特定を行い、液
晶画面に表示します。
なお、非常用放送設備本体用に複数台接続された
非常電源ユニットについては、液晶画面から異常
のある蓄電池の特定はできません。非常電源ユニ
ット（WP-570B）の点検スイッチを押して、異
常のあるユニットを特定します。
※接続したユニットに異常がなければ、次の画面
に移ります。

点検手順

主回路表示灯 

「蓄電池点検」スイッチ 
「ブザー停止」スイッチ 

「前」スイッチ 

「次」スイッチ 

マイクドア内 

主電源表示灯 

「エラー」スイッチ 

¡業務放送用や緊急放送用の非常電源ユニットの点検は、行いませ
ん。非常電源ユニットの点検スイッチでの点検または、自動点検
で行われます。

¡手動点検が実行されたあと、24時間おきに自動点検を行います。

約10秒後 

蓄電池点検 

次 

エラー 

次 

前 

前 

戻る 

戻る 

戻る ＜ 異 常 詳 細 表 示 ＞ 常 
体 

蓄 電 池 異 常 放 送 用 

戻 る 表 → 示 終 了 ／ 

非 
本 
改 画 面 → 前 次 

1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 6 ,

＜ 異 常 詳 細 表 示 ＞ 

戻 

常 蓄 電 池 異 

示 終 了 → る 表 

非 常 放 送 用 
制 御 
前 次 

増 設 
改 画 面 → 

出 力 
／ 

RM 1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 6 , 7 , 8 ,

＜ 異 常 詳 
電 池 異 

細 表 示 ＞ 
放 送 用 蓄 

表 示 終 

常 

了 → 戻 る 

非 
非 
改 画 
常 
常 

／ 面 → 前 次 

エラー 
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4. 異常が発見された非常電源ユニットを確認する

¡業務放送用や緊急放送用の非常電源ユニットの確認は、自動点検（→48ページ）で行われます。
非常用放送設備本体の蓄電池点検スイッチによる手動点検では、非常放送用のみの確認になります。

¡手動点検が実行されたあと、24時間おきに自動点検を行います。

① 主電源表示灯、充電中表示灯、ファン異常表示灯を確認する
使用開始日から4年を過ぎていないか確認する。

正常状態……主電源表示灯、充電中表示灯は点灯、ファン異常表示灯は消灯

② 点検スイッチを押しながら非常電源表示灯を確認する
充電中表示灯は消灯します。
緑：正常電圧の範囲内
橙：正常電圧の下限（蓄電池の交換時期が間近です。）
赤：動作電圧以下（蓄電池を交換してください。）

③ 点検スイッチを放し、充電中表示灯が点灯するか確認す
る

¡押している時間が短いと正しい点検ができませんので、5
秒以上は押してください。

¡点検時は蓄電池を消耗します。点検スイッチは10秒を超
えて押さないでください。

¡接続された蓄電池が1個だけのとき、もう一方の充電中表示灯は点灯しません。
個数について、あらかじめ販売店（工事店）にご確認ください。

1 2 蓄電池 

緑 正常 

充電中 

非常電源 

点検 主電源 

ファン異常 

橙 注意 
赤 異常 

非常電源表示灯 

1 2 蓄電池 

緑 正常 

充電中 

非常電源 

点検 主電源 

ファン異常 

橙 注意 
赤 異常 

●蓄電池の交換について

蓄電池の交換は、販売店か
保守契約店に依頼する

感電の原因になります。

注意

Ni-Cd

¡蓄電池の寿命は、使用するしないにかかわらず
4年間です。これを過ぎると、たとえ点検時に
正常電圧が表示されても全数交換が必要です。

¡交換した蓄電池の取り扱いは注意してください。
¡不要になったニッケル・カドミウム蓄電池は貴
重な資源を守るために、廃棄しないでニッケ
ル・カドミウム蓄電池のリサイクルにご協力く
ださい。

1 2 蓄電池 

緑 正常 

充電中 

非常電源 

点検 主電源 

ファン異常 

Panasonic

橙 注意 
赤 異常 

日常点検のお願い 
・点検は毎日行ってください 
・点検スイッチは10秒以上押さないでください。蓄電池が消耗します。 
・蓄電池点検時、 
　充電中表示灯が消えない 
　場合は異常です。 
　保守契約店、販売店に 
　ご連絡ください。 

蓄電池交換のお願い 
・蓄電池は非常放送されなくても寿命があります。 
　正常時に機器を正しく動作させるために 
　正常電圧でない場合は、全数新品と交換 
　してください。 

ファンの動作確認のお願い 
・蓄電池交換時には、ファンの動作（回転）も確認してください。 

充電中表示灯 
点灯 
消灯 

蓄電池の電圧状態 
正常電圧の範囲内 
正常電圧の下限 
～蓄電池の交換時期が間近です 

動作電圧以下 
～蓄電池を交換してください 

非常電源表示灯 
緑色点灯 

橙色点灯 

赤色点灯 

点検スイッチの位置 
充電状態 

蓄電池点検時 

 

充電状態または点検ボタン押下時（蓄電池点検時） 使 用 開 始 日 

年　　　　　月 

Emergency Power Supply WP-570B

ファン異常表示灯 充電中表示灯 

主電源表示灯 

使用開始日表示欄 



自動点検

本体には、コンピューターによる自動点検機能が組み込まれています。点検の結果は、コンピューター内部に履歴
として記録され、保守点検で活用されます。
点検項目や点検内容、また異常があった場合の表示方法を下表に示します。
異常があるときは、販売店または保守契約店に連絡してください。

点検項目 点検内容 点検方法 
異常の通知 

ブザー音 異常表示灯 液晶表示 

異常監視 コンピューター 
制御異常 

常時 ○ － 

マルチリモコンマイクの液晶画面に 
「エラーハッセイ〈ツウシンエラー〉」、 
または「モウイチド　ソウサシテクダ
サイ」と表示される。 

コンピューター異常 
表示灯点灯 

異常監視 外部機器異常 常時 － － 

－ 

－ 

－ 

－ 

回線短絡監視 
スピーカー回線 
短絡異常 

常時／ 
手動 

－ 階別作動表示灯点滅 

EMG24 V 
短絡監視 

EMG24 V 
ブレイク異常 

常時 ○ 

非常リモコン
との通信監視 

非常リモコン 
通信回線 

常時 ○ 

マルチリモコン
との通信監視 

マルチリモコン
マイク通信 
回線異常 

常時 － 

増設用出力制
御ユニットと
の通信監視 

増設用出力制御 
ユニット状態 
監視 

常時 ○ 

－ 
本体マイクの
断線監視 

本体マイク異常 常時 － 

＜ 異 常 詳 
器 

示 ＞ 

示 終 

部 機 異 常 
細 表 

→ る 表 前 次 ／ 戻 了 → 改 

外 

画 面 

SP
SP　 　 1 , 　 　 2 , 　 　 3 , 　 　 4 , 　 2 5 , 1 2 6 , 3 4 0

表 示 
線 短 絡 

＜ 常 詳 細 

→ 取 消 異 常 復 旧 

異 
回 

＞ 

次 ／ → 前 改 画 面 

E MG24 V ( )
No 1 1 , 2 ,

示 ＞ ＜ 異 常 詳 
ブ レ イ 
細 表 

消 
： 

異 常 

復 旧 → 取 

一 斉 ク 
増 
改 画 面 
設 出 力 制 御 

→ 前 次 ／ 異 常 

EMG24 V ( )
1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 6 ,

＜ 異 常 詳 
イ ク 

細 表 示 
レ 

旧 → 取 

異 常 

異 常 復 消 

個 別 
＞ 

ブ 
接 
改 画 面 
点 

→ 前 次 ／ 

RM 1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 6 , 7 , 8 ,常 

＞ 
異 常 

→ 表 示 終 了 前 戻 面 ／ 

詳 

る 

細 表 示 
通 

次 

信 
非 
改 画 → 

＜ 異 常 

1 , 2 , 3 , 4 , , ,5 6

＜ 異 常 詳 細 表 示 ＞ 
信 異 常 
出 力 制 御 

戻 る → 表 示 終 了 

通 
増 
改 画 
設 
面 → 前 次 ／ 

1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 6 , 7  

＜ 異 常 詳 細 表 示 ＞ 

張 制 御 
信 異 常 

非 常 
→ 戻 る 表 示 終 了 

通 
拡 
改 画 面 → 前 次 ／ 

／ 

る 終 了 → 戻 

イ ク 異 常 
＞ 

表 示 

詳 細 表 示 
本 
＜ 異 常 
体 マ 

前 次 ／ 改 画 面 → 

RM 1

→ 戻 終 了 表 示 

常 

／ 

細 表 

る 

常 マ イ ク 
＞ 

前 次 

＜ 異 常 詳 
非 異 

示 

改 画 面 → 
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点検項目 点検内容 点検方法 
異常の通知 

ブザー音 異常表示灯 液晶表示 

主電源電圧の
監視 

主電源 常時 － － 

－ 

主電源表示灯消灯 

蓄電池の消耗
の監視 
（蓄電池異常） 

蓄電池異常 
24時間ご
と／手動 

○ － 

－ 

－ 

主回路電圧の
監視 

主回路 常時 － 
主回路表示灯赤色 
点灯 

増設用操作 
ユニット／入力 
マトリクス 
ユニット 
状態監視 

増設用操作 
ユニット／入力
マトリクス 
ユニットの 
異常監視 

常時 ○ 

電源異常監視 
リモコン電源 
異常 

常時 
（非常リモ 
　コンのみ） 

○ 

＜ 異 常 詳 細 表 示 ＞ 
常 

体 
蓄 電 池 異 常 放 送 用 

戻 る 表 → 示 終 了 ／ 

非 
本 
改 画 面 → 前 次 

＜ 異 常 詳 細 表 示 
送 用 蓄 
＞ 

／ 業 務 放 

戻 

電 池 異 常 

示 終 了 → る 表 

緊 急 
本 体 

／ 改 画 面 → 前 次 

1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 6 ,

表 示 ＞ 
異 常 
常 詳 細 

作 設 用 操 
る 表 示 → 戻 前 次 終 了 ／ 

異 ＜ 
通 信 
増 
改 画 面 → 

1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 6 ,

＜ 異 常 詳 細 表 示 
常 

＞ 

表 

信 異 
ト リ ク ス 
面 → 前 戻 る → 示 終 了 

通 
マ 
改 画 次 ／ 

RM
 

＞ 
用 ー 

＜ 異 常 詳 細 表 示 

ニ ッ ト 
ズ 断 

表 示 終 了 → 戻 る 

非 ヒ ュ 
入 出 力 制 御 ユ 
常 

前 次 ／ 改 画 面 → 

RM
＜ 異 常 詳 細 表 示 

ト 

＞ 
ル チ 電 源 異 常 

→ 戻 
出 力 制 御 ユ ニ ッ 

表 示 終 了 る 

マ 用 

→ 
入 
改 画 面 前 次 ／ 

RM
＜ 異 常 詳 細 表 示 ＞ 
般 用 電 

制 御 
源 異 

表 示 終 
ユ ニ ッ ト 

了 → 戻 る 

一 常 
入 
改 画 面 
出 力 

→ 前 次 ／ 

 

1

1

¡ブザー音は、マイクドア内のブザー停止スイッチを押すと止まります。

¡異常があるときは、販売店または保守契約店に連絡してください。
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保守点検

非常用放送設備は、消防法により定期的に総合的な保守点検を行うことが義務付けられています。保守点検では、
非常放送、緊急地震放送や緊急放送、業務放送が正しく動作するかを総合的に点検します。ここでは、点検の概要
について説明します。詳細は工事説明書 設置工事編をお読みください。
また、保守点検は販売店または保守契約店に依頼してください。

■点検の種類について
点検モードには、次の3つがあります。
手動点検：EMG24 Vブレイク信号の出力の有無、スピーカー回線短絡の有無を個別に確認します。
運用点検：通常の運用に近い状態で、非常放送、緊急放送、業務放送が正しく動作するか確認します。

点検用音源の有無／スピーカー回線をOFF／EMG24 Vブレイク制御の停止などの機能により、周
囲のシステムへの影響を少なくして点検できます。

操作練習：外部からの起動入力を液晶画面設定で疑似動作させながら、緊急地震放送、非常放送、緊急放送の
操作方法を練習します。
※実際の火災報知設備の発報と区別できませんので、注意してください。

■点検のしかた
1. マイクドア内の動作選択スイッチを2回押して、＜点検モード＞注意画面を表示する
注意メッセージが表示されます。

2. .確定スイッチを押す
＜点検モード＞画面が表示されます。

3. テンキーで点検項目を選択する

4. 必要な画面を表示して点検を実行する
点検中表示灯が点灯します。点検を中止する場合は、
取消スイッチを押します。

5. 点検後、マイクドア内の取消スイッチを押す
通常画面に戻ります。

確定 

動作選択 2回 

動作選択 

動作選択 

定 → 確 認 開 始 

確 ＜ 非 常 放 送 設 定 

確 

＞ 認 

確 認 

送 
合 が あ 

ー ド 》 《 点 検 モ 

で 
注 意 】 点 

定 

が 常 放 

→ 確 

【 検 中 は 非 
き な い 場 り ま す 

1 点検モード 

1
3

点 検 モ 《 
手 動 点 点 検 
操 作 

移 動 → 定 了 → 確 
練 ▲

 

2
ー ド 》 
検 運 用 
習 

／ 選 択 終 ▲
 

2 手動点検 

1 E MG 2 S P

移 

《 手 動 

動 → 

強 制 
点 》 検 メ ニ ー 
制 御 

／ 選 

ュ 

択 終 了 → 確 定 

短 絡 回 線 

▲
 ▲

 

運用点検 

操作練習 

▲
 ▲

 

1 2作 点 検 動 設 定 
検 《 運 用 点 メ ニ ュ ー 》 

点 検 実 行 

移 動 → ／ 選 択 終 了 → 確 定 

3
1

2

3

取 消 
5

52ページ 

操作 
練習 

51ページ 

運用 
点検 

51ページ 

手動 
点検 

1 2 
《 操 作 練 習 メ ニ ュ ー 》 
地 震 放 送 非 常 放 送 

移 動 → ／ 選 択 終 了 → 確 定 ▲
 ▲

 

3 緊 急 放 送 

WK-ER500Aマイクドア内 

1

2

53
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●手動点検
手動点検では、EMG24 Vブレイク信号の動作確認およびSP（スピーカー）回線短絡検出ができます。個別に
系統を指定できますので、点検対象を必要な系統に絞ることができます。

《EMG24 Vブレイク》
全接点　　　：増設用出力制御ユニット（WU-ER551, ER552）および非常制御出力ユニット（WU-

EM552）の全EMG24 Vブレイク信号を一斉に点検します。
一斉　　　　：標準で増設用出力制御ユニット（WU-ER551, ER552）にある2系統のEMG24 Vブレイ

ク信号を点検します。
個別接点全数：非常制御出力ユニット（WU-EM552）の全EMG24 Vブレイク信号を一斉に点検します。
個別接点指定：非常制御出力ユニット（WU-EM552）のEMG24 Vブレイク信号を個別に指定して点検し

ます。

《SP回線短絡検出》
全SP ：全スピーカー回線を短絡検出します。
個別SP：スピーカー回線を個別に指定して短絡検出します。

※点検方法の詳細は工事説明書 設置工事編をお読みください。

●運用点検
運用点検は、通常運用に近い状態で点検できます。点検時に周辺システムへの影響を少なくするため、スピーカ
ー回線制御のOFF機能などが設けられています。

《点検動作設定》
点検用音源選択 ：無し／点検入力／点検音源1～2のうちどの音源を点検中に放送するかを選択し

ます。
SP回線制御 ：通常／OFF

点検時、スピーカー回線を通常どおり動作させるか、回線をOFFにするかを選
択します。

EMG24 Vブレイク制御：通常動作／常時ブレイク／常時24 V
点検時、制御を通常動作で行うか、ブレイク状態で固定するか、24 V出力固定
でブレイク制御を停止するかを設定します。

汎用出力制御 ：通常／無効
点検時、汎用出力制御を通常動作させるか、無効にするかを設定します。

状態出力制御 ：通常／無効
点検時、状態出力制御を通常動作させるか、無効にするかを設定します。

※点検方法の詳細は工事説明書 設置工事編をお読みください。
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1. <点検モード>画面で、「操作練習」を選択する
カーソルキー で選択して、確定スイッチを押します。

2. 練習する放送を、「地震放送」、「非常放送」、「緊急放送」から選
択する
カーソルキー で選択して、確定スイッチを押します。

保守点検

●操作練習
操作練習は、スピーカーからの放送を止めて緊急地震放送、非常放送、緊急放送を実際の操作に合わせて練習が
できるモードです。外部からの信号入力（火災報知設備からの信号など）を液晶画面で疑似入力して、操作練習
をします。

1 2
3

点 検 モ ー 《 ド 》 
手 動 点 検 運 用 点 検 
操 作 習 

移 動 → ／ 選 択 定 終 了 → 確 
練 

▲
 ▲

 

1 2
《 操 作 練 習 メ ニ ュ ー 》 
地 震 放 送 

3 緊 急 放 送 
非 常 放 送 

移 動 → ／ 選 択 終 了 → 確 定 ▲
 ▲

 

¡操作練習モードでは、本当の火災または緊急事態なのか、疑似入力によるものかを区別できません。十分に
注意して使用してください。

●地震放送を手動で操作する

3. 地震放送の操作練習であることを確認する
地震放送の操作練習開始確認画面が表示されます。

4. 確認スイッチを押す
地震放送が放送されます。
放送されるメッセージの内容は設定によります。
放送終了後は、操作練習が終了します。

操 
《 操 作 練 習  地 震 放 送 》 
作 練 習 を 開  ま す 始 し 

  ／ 開 始 → 確 認 る 中 止 → 戻 

WK-ER500A

マイクドア内 

確定 
スイッチ カーソル 

キー 

テンキー 
スイッチ 

取消 
スイッチ 
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●非常放送の練習を行う場合

3. 起動方式を選択する
非常放送の起動方式を、カーソルキー で「感知器起動」※1、「発信
機起動」※2、「手動起動」から選択して、確定スイッチを押します。
操作練習開始確認画面が表示されます。
画面は「感知器起動」の場合です。

4. 確定スイッチを押す
点検が開始されます。

A. 「感知器起動」、「発信機起動」の場合
テンキースイッチで階別信号の番号を入力して確定スイッチを押し
ます。
モニタースピーカーから非常放送のメッセージが放送されます。
練習を開始します。

B. 「手動起動」の場合
操作パネルの非常起動スイッチを押す
放送階選択スイッチを押す
音声指示と画面の指示にしたがって非常放送の練習をします。

5. 操作練習の終了
マイクドア内の取消スイッチを押す
非常放送の操作練習を終了します。

※1 感知器起動…火災報知設備からの階別信号入力（出火場所を特定する信号）により、非常放送へ移行する起動
方法です。

※2 発信機起動…非常電話や階別信号＋火災確認信号により、非常放送へ移行する起動方法です。

1 2
《 操 作 練 習  非 常 放 送 》 
感 知 器 起 動 機 起 動 発 信 

移 動 → ／ 選 択 終 了 → 確 定 ▲
 ▲

 

3 手 動 動 起 

操 
《 操 作 練 習  感 知 器 起 動 》 
作 練 習 を 開 始 し ま す 

始 → 定 確 る ／ 開 中 止 → 戻 

階 
《 操 作 練 習  感 知 器 起 動 》 
別 信 号 Ｎ ｏ 入 力 

選 択 → ／ 入 力 終 了 → 確 定 

▲ 

　 1：　 

▲ 

非 
《 操 作 練 習  手 動 起 動 

ッ 
い 
チ を  

》  
常 起 動 ス イ 

押 し て く だ さ 
入 力 る 中 止 → 戻 

了 → 取 消 終 

練 習 
マイク放送→マイクスイッチ 
《 発報放送中》手動起動 

火災→火災放送スイッチ 
／ 非火災→非火災放送 

「感知器起動」の場合

「手動起動」の場合

放送階選択スイッチを押した
あとの画面

階 
《 操 作 練 習  発 信 機 起 動 》 
別 信 号 Ｎ ｏ 入 力 

選 択 → ／ 入 力 終 了 → 確 定 

▲ 

　 　 

▲ 

1：　 

「発信機起動」の場合

WK-ER500A

マイクドア内 

確定 
スイッチ カーソル 

キー 

テンキー 
スイッチ 

取消 
スイッチ 
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●緊急放送の練習を行う場合

3. 起動方式を選択する
緊急放送の起動方式を、カーソルキー で「緊急放送SW」、「緊急外
部制御」※1、「緊急拡張外部」※2から選択します。
操作練習開始確認画面が表示されます。

4. 確定スイッチを押す
点検が開始されます。

A. 「緊急放送SW」の場合
操作パネルの緊急起動スイッチ1～3を押す
緊急放送の練習を開始します。

B. 「緊急外部制御」、「緊急拡張外部」の場合
外部制御入力の番号（外部からの緊急起動の接点番号）を指
定する
テンキースイッチで番号を入力して、確定スイッチを押します。
モニタースピーカーから設定された緊急放送のメッセージが放送さ
れます。
練習を開始します。

5. 操作練習の終了
マイクドア内の取消スイッチを押す
緊急放送の操作練習を終了します。

※1 緊急外部制御…入出力制御ユニットの外部制御入力を緊急外部制御へ
割り当てた場合の起動方法です。自動で緊急放送を行
うために、外部のセンサーなどへ接続されています。

※2 緊急拡張外部…拡張制御ユニット（WU-EX590）または非常制御出
力ユニット（WU-EM552）の外部制御入力を緊急外
部制御へ割り当てた場合の起動方法です。

1 2
《 操 作 練 習  緊 急 放 送 》 
緊 急 放 送 Ｓ  外 部 制 御 緊 急 

移 動 → ／ 選 択 終 了 → 確 定 ▲
 ▲

 

3 緊 急 張 拡 外 部 
Ｗ 

操 
《 操 作 練 習  緊 急 放 送 》 
作 練 習 を 開  ま す 始 し 

  ／ 開 始 → 確 定 る 中 止 → 戻 

緊 
《 操 作 練 習  緊 急 放 送 》 
急 放 送 ス イ  ッ チ  

押 し て く だ さ 
 
 い 

を （ １ ー ３ ） 

緊 
《 操 作 練 習  緊 急 放 送 》  
急 外 部 制 御 接 点 

選 択 → ／ 入 力 終 了 → 確 定 

▲ 

 1 

▲ 

Ｎ ｏ 

了 → 取 消 終 

練 習 
外部制御１ 
マイク放送→マイクスイッチ 

《 緊急放送中》 

緊 
《 操 作 練 習  緊 急 放 送 》  
急 拡 張 制 御 接 点 

選 択 → ／ 入 力 終 了 → 確 定 

▲ 

 1 

▲ 

Ｎ ｏ 外 部 

「緊急拡張外部」の場合

了 → 取 消 終 

練 習 
拡張外部 １ 
マイク放送 →マイクスイッチ 

《 緊急放送中》 

「緊急拡張外部」の場合

「緊急外部制御」の場合

「緊急外部制御」の場合

WK-ER500A

マイクドア内 

確定 
スイッチ カーソル 

キー 

テンキー 
スイッチ 

取消 
スイッチ 
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非常放送用語の説明

連動一斉
火災感知器の作動により、自動的に全館一斉非常放送できる状態です。

連動
火災感知器の作動により、自動的に出火階と連動階に非常放送できる状態です。

発報連動停止
火災感知器が作動しても発報放送をせず、代わりにモニタースピーカーから火災音信号を鳴らす状態です。

火災音信号
発報連動停止状態で感知器が作動したとき、モニタースピーカーから鳴るピーピーピー音です。

階別信号
どの階で感知器・発信機・非常電話などが作動したかを知らせる信号です。火災報知設備から本体に供給されます。

第一報
感知器・発信機・非常電話などが作動して、はじめに火災報知設備から本体に供給される信号です。その次の信号
（第二報）を本機が受け取った場合、火災が確認されたと判断します（火災確認信号の受信と同等）。

火災確認信号
火災を確認したことを知らせる信号です。感知器からの第一報のあと（または同時）に発信機・非常電話などが作
動したとき、火災報知設備から本機に供給されます。第一報として発信機や非常電話が作動したときは、階別信号
とほぼ同時にこの信号が供給されます。

第1タイマータイムアップ（火災放送移行タイマー）
階別信号受信後に、設定した時間（2～5分）が経過すると、自動的に火災放送に移行することです。事前に販売
店（工事店）に設定時間をご確認ください。設定時間を5分以上にする場合は、管轄消防署の確認が必要です。

第2タイマータイムアップ（一斉火災放送移行タイマー）
火災放送が出火階、連動階に放送開始されたあと、設定した時間が経過すると、自動的に全館への一斉火災放送に
移行することです。設定時間はおおむね数分（非常用放送設備の場合は2～5分）としています。設定時間を5分以
上にする場合は、管轄消防署の確認が必要です。
第2タイマーを0分に設定したときは、直ちに一斉火災放送に移行します。
第2タイマーをOFFに設定したときは、一斉火災放送に移行しません。
第2タイマータイムアップによる一斉火災放送中は、放送階の解除はできません。事前に販売店（工事店）に設定
時間をご確認ください。

連動／個別
手動で非常起動したあとに放送階を選択した場合、設定により次の2通りの動作になります。
連動：スイッチを押した階と連動階が選択される
個別：スイッチを押した階のみが選択される

3線式配線と音量調整器＊
3線式スピーカー配線の場合、業務放送などは音量調整器で設定（OFF／1／2／3など）した音量で放送されます
が、非常放送では最大音量で放送されます。非常放送を行う設備では、通常3線式で配線されます。

＊ スピーカー音量調整器の当社名称は、"アッテネーター"（スピーカー取り付けタイプ）または "ボリュームコン
トローラー"（壁埋め込み・ボックス取り付けタイプ）です。



56

必
要
な
と
き

故障かな!?

¡放送階選択スイッチは押されていますか？
放送先を選択すると、該当する階別作動表示灯が緑色
に点灯します。

修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてください。
これらの処置をしても直らないときや、この表以外の症状のときは、お買い上げの販売店にご相談ください。

症　　状 原　因　・　対　策 参照ページ

13

¡優先度の高いほかの周辺機器から放送されていません
か？
本機よりも優先度が高く設定された放送機器や音源機器
から放送している場合、本機からの放送はできません。
液晶画面にシステムで放送中の機器名称が表示されま
す。
例）

43

本機から放送が
できない

¡上記「本機から放送ができない」をご参照ください。 ─

¡音源機器の電源は入っていますか？
音源機器の電源を確認してください。

─

¡音源機器の再生ボタンは押しましたか？
再生ボタンを押して再生を開始してください。システ
ム構成によっては、プログラムコントローラーなど、
時刻に同期して自動再生される場合もあります。

─

¡CDやテープなどの再生メディアは挿入されています
か？
再生メディアを挿入してください。

─

接続した音源機器から
放送できない

モニタースピーカーか
らの音が小さい
（大きい）

マ 
《 業 務 放 送 中 》      
ル チ ＲＭ    

¡モニタースピーカーの音量は適切に調整されています
か？
モニタースピーカーの音量は、本体操作部のマイクド
ア内にあるモニター音量スイッチで調整できます。

44
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仕様

■ラック形非常用放送設備（スタンダードWL-8000A、ロングWL-8500A）
●基本仕様　［ ］内は、WL-8500A
電源 AC100 V 50 Hz/60 Hz
消費電流 DC24 V 1.47 A （WU-L62より供給）
使用温度範囲 0 ℃～＋40 ℃
寸法 幅564 mm 高さ1465 mm 奥行き478 mm

［幅564 mm 高さ2000 mm 奥行き478 mm］
ユニット収納スペース 15 U （ラック本体29 U：1 U＝44.45 mm）

［27 U （ラック本体41 U：1 U＝44.45 mm）］
質量 約82 kg ［約95 kg］
仕上げ 本体　：AVライトグレイ塗装鋼板

（マンセルN8近似色　日塗工　CN-80近似色）
基台　：黒色塗装
パネル：AVライトグレイ塗装鋼板

（マンセルN8近似色　日塗工　CN-80近似色）

■非常操作ユニットWK-ER500A
●基本仕様

電源（WU－L62より供給） DC24 V 370 mA
寸法 幅480 mm 高さ221 mm 奥行き120 mm
質量 約5 kg
仕上げ パネル：AVライトグレイ塗装（マンセルN8近似色　日塗工　CN-80近似色）
自火報連動モード 連動／連動一斉
発報連動モード 発報連動／発報連動停止
発報火災切換 発報／火災
音声警報音（音声合成音） 第1シグナル音、第2シグナル音、発報放送音声、火災放送音声、

非火災放送音声
階情報： 100の階情報を内蔵、階情報の増設可能（別売品）
日本語／日本語＋英語切り換え

非常放送制御 操作　：非常起動スイッチ、非常復旧スイッチ、火災放送スイッチ、
非火災放送スイッチ、地震放送停止スイッチ

表示灯：主電源表示（緑）、主回路表示（緑）、連動表示（赤）、連動一斉表示
（赤）、発報連動停止表示（赤）、発報放送表示（橙）、火災放送表示
（赤）、非火災放送表示（緑）、火災表示（赤）、地震放送表示（橙）、
出力レベル（5ポイントLED）、コンピューター異常表示（赤）、
メッセージ再生表示（緑）、点検中表示（緑）

選局制御 操作　：放送階選択スイッチ、緊急放送スイッチ1、2、3、
優先一斉放送スイッチ、一斉放送スイッチ、放送復旧スイッチ、
コールサインスイッチ1、2

表示灯：出火階表示（赤）、階別作動表示／回線短絡表示（緑）
液晶表示 非常放送操作手順、放送状態、書き込み指示、異常表示

表示仕様：15文字×4行
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マイクドア内 書き込み用キースイッチ、（10キー、カンマキー、カーソルキー、戻るスイッチ、
取消スイッチ、確定スイッチ、前スイッチ、次スイッチ）、動作選択スイッチ、
エラースイッチ、蓄電池点検スイッチ、ブザー停止スイッチ、モニター音量
スイッチ、コンピューター制御入－切スイッチ、点検入力ジャック（ステレオ
ミニジャック）

●音声部
周波数特性 ライン系： 50 Hz～15 kHz －2 dB±3 dB

マイク系： 100 Hz～10 kHz －2 dB±3 dB
ひずみ率 1 ％以下（1 kHz基準）
非常／業務兼用マイク入力 －58 dBV 600 Ωに適合　不平衡　AGC付（出荷時－52 dBV）
ライン1／ミキサー入力 －2 dBV 10 kΩ　平衡
ライン2／緊急入力 －2 dBV 10 kΩ　平衡
ライン3 －2 dBV／－65 dB 10 kΩ　平衡
ライン4／ページング入力 －2 dBV 10 kΩ　平衡
BGM入力 －2 dBV 10 kΩ　平衡
チャイム入力 －2 dBV 10 kΩ　平衡
点検入力 －2 dBV 10 kΩ　不平衡（ステレオミニジャック）
音声出力1、2 0 dBV 600 Ω以上　平衡
モニタースピーカー 出力300 mW 8 Ω（警報および操作音ブザー含む）ハウリング防止機能付

●制御部
マイク制御 CONT、COM（即結端子台）

開放電圧DC 5 V 短絡電流0.5 mA
外部通信 RS-232C用（パソコン設定支援ソフト対応）

■入出力制御ユニット　WU-ER550
●基本仕様
電源（WU－L62より供給） DC24 V 270 mA

（非常リモコン、マルチリモコンマイク、リモコンマイクへの電源供給分は除く）
寸法 幅480 mm 高さ132 mm 奥行き300 mm
質量 約7.8 kg
仕上げ パネル：AVライトグレイ塗装（マンセルN8近似色　日塗工　CN-80近似色）

●音声部
周波数特性 50 Hz～15 kHz －2 dB±3 dB
ひずみ率 1 ％以下（1 kHz基準）

●非常リモコン接続部（ねじ式端子台）
電源出力 DC24 V 最大電流3.3 A×2系統、0 V×2系統
制御 EMG、CPU OFF、URG
通信制御 LB＋、LB－ ×4系統、RSB、RSG
音声入力（ライン） －10 dBV 600 Ω　平衡×4系統、（出荷時0 dBV）
音声出力（モニター） 0 dBV 600 Ω以上　平衡
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●一般リモコン接続部（ねじ式端子台）
電源出力 DC24 V 最大電流300 mA
制御入力 1～10（20に設定可能）、一斉、コールサイン（上、下）、放送制御
音声入力 －10 dBV 600 Ω　平衡×2系統、（出荷時0 dBV）

●マルチリモコン接続部（ねじ式端子台）
電源出力 DC24 V 最大電流1 A
通信制御 LB＋、LB－ ×4系統、RSB、RSG
音声入力（ライン） 0 dBV 600 Ω　平衡

●外部制御入力接続部（ねじ式端子台）
制御入力 1～10（20に設定可能）、COM×2
BGM制御 CONT、COM
電話ページング CONT、COM
チャイム制御 CONT、COM

●汎用出力（状態出力）接続部（即結端子台）
制御 1～5リレー接点、制御電圧DC35 V 制御電流500 mA

6～10、COM、オープンコレクター出力　制御電圧DC35 V 制御電流80 mA
以下の状態出力に設定可能
音声警報状態（発報、火災、一斉火災、非火災）、マイク放送中（非常操作、
非常リモコン1～8）
故障状態（マイク異常、外部機器異常、リモコン電源異常、増設ボード異常、
通信異常、回線短絡、EMG24 Vブレイク異常、蓄電池異常）
状態出力（非常放送中、緊急放送中、業務放送中、システム設定中、点検モード中）

●電源制御接続部（ねじ式端子台）
RU＋ RU＋、COM

有電圧出力　出力電圧DC24 V 制御電流100 mA
停電起動 停電起動、COM

開放電圧　30 V 短絡電流0.5 mA

■増設用出力制御ユニット　WU-ER552
●基本仕様
電源（WU－L62より供給） DC24 V 1 A
寸法 幅480 mm 高さ132 mm 奥行き300 mm
質量 約8.3 kg
仕上げ パネル：AVライトグレイ塗装（マンセルN8近似色　日塗工　CN-80近似色）
階別信号入力 即結端子台EL1～EL20 開放電圧30 V 短絡電流3 mA
火災確認信号 即結端子台EC、EF 開放電圧30 V 短絡電流3 mA
EB接点 即結端子台EB1、EB2（2系統） 無電圧メイク　リレー接点DC50 V 1 A
EMG24 Vブレイク1、2 DC24 V 1端子あたり最大150 mA
スピーカー出力 ねじ式端子台　SP1～SP20（各N、R、C） 1回線あたり最大200 W
スピーカー短絡検出 ヒューズレス（ディップスイッチにより短絡検出感度切り換え）
電力増幅ユニット入力 後面コネクター　PA1～PA4 1入力あたり最大480 W
外部機器異常入力 後面即結端子台　CONT、COM
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■電源制御ユニット　WU-L62
●基本仕様
電源 AC100 V 50 Hz／60 Hz
消費電力（注） 約140 W（DC3.6 A出力時）
AC電源出力 AC100 V最大38 A（A系統18 AとB系統20 Aの2系統）

電源リレー作動時間 ON時： A系統 約40 ms、B系統 約80 ms
OFF時：A系統 約40 ms、B系統 約130 ms

DC電源出力 DC24 V 最大3.6 A（後面PWR CONTコネクター内）
寸法 幅480 mm 高さ44 mm 奥行き300 mm
質量 約6.4 kg
仕上げ パネル：AVライトグレイ塗装（マンセルN8近似色　日塗工　CN-80近似色）
外部制御 前面ねじ式端子台

PWR CONT、EMG24 Vメイク／ブレイク切り換え、DC24 V入力、
DC24 V出力、0 V、COM×2
PWR CONT トランジスタ入力　耐電圧DC30 V 入力電流　約1 mA
EMGメイク　トランジスタ入力　耐電圧DC30 V 入力電流　約0.5 mA
EMGブレイク　トランジスタ入力　耐電圧DC30 V 入力電流　約3 mA
DC24 V出力　最大3.6 A

電源コンセント 非常電源用　A、B系統　各1 最大15 A
AC電源用　A、B系統　各4 1個あたり15 A 最大38 A

後面コネクター PWR CONT ×2（10ピンコネクター）

（注）この表示は電気用品安全法の技術基準に基づくものです。
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●出荷時メッセージ（20ファイル）
No.. 名称 放送内容 男性 /女性

1 地震訓練放送NHK

訓練。訓練。ピロンポローン、ピロンポローン、ピロンポローン、ピロンポ
ローン。これは緊急地震速報の訓練です。
訓練。訓練。ピロンポローン、ピロンポローン、ピロンポローン、ピロンポ
ローン。これは緊急地震速報の訓練です。

男性

2 地震訓練放送REIC 訓練。訓練。ヒュン、ヒュン、ヒュン。これは緊急地震速報の訓練です。
訓練。訓練。ヒュン、ヒュン、ヒュン。これは緊急地震速報の訓練です。 男性

3 地震速報誤報放送 先ほどの緊急地震放送は確認の結果誤りでした。ご安心ください。 女性

4 地震発生放送 ただいま地震が発生しました。当施設は耐震化されていますので安全ですが、
念のため頭を保護し、揺れが収まるのをお待ちください。 女性

5 訓練予告放送 ただいまより、避難訓練を行います。訓練用の非常放送が流れます。 女性

6 火災訓練放送

訓練火災発生！訓練火災発生！フィーフォー・フィーフォー・フィーフォー
(S1音 )。火事です。火事です。火災が発生しました。落ち着いて避難して
ください。フィーフォー・フィーフォー・フィーフォー (S1 音 )。火事で
す。火事です。火災が発生しました。落ち着いて避難してください。ビュー・
ビュー・ビュー (S2音）約10秒

7 防犯放送1 現在、警備中です。速やかに退出をお願いします。 男性
8 防犯放送2 このエリアの防犯設備が作動しました。 男性

9 防犯放送3 まもなく、警備を開始します。速やかに退出してください。まもなく、警備
を開始します。速やかに退出してください。 男性

10 ノー残業デー放送 みなさんお仕事お疲れ様です。本日は定時退社推奨日です。気をつけてお帰
りください。 女性

11 閉館放送
本日はご来場ありがとうございました。本施設はまもなく閉館いたします。
またのお越しをお待ちしています。
（BGMで蛍の光）

女性

12 省エネ放送 不要な照明は消して、省エネルギーにご協力をお願い致します。 女性

13 禁煙放送 ご来場の皆様に、ご案内申し上げます。場内は禁煙になっております。おタ
バコは所定の場所でお願いいたします。 女性

14 停電放送 ただいま停電が発生しております。原因を調査中ですので、しばらくお待ち
ください。 女性

15 時刻放送 まもなく面会の時間が終了します。面会に来られた方はお帰りの支度をお願
いいたします。 女性

16 点検放送1 ただ今、拡声放送設備の試験を行っております。ご迷惑をおかけしますが、
ご協力をお願いいたします。 女性

17 点検放送2 ただいまより、非常放送設備の点検を行います。サイレンが流れますが、試
験放送ですので、ご安心ください。 女性

18 蛍の光 フルコーラス（50秒程度） －
19 サイレン音 ウ－ウー －
20 防犯警報音 （日本防犯設備協会 技術基準 準拠音源） －

●内蔵コールサイン音源
No.. コールサイン音源名
1 上り4音

出荷時の設定コールサイン音源（書き換えできません）
2 下り4音
3 下り2音

書き換え可能の内蔵コールサイン音源

4 上り2音
5 上り4音（早いテンポ）
6 下り4音（早いテンポ）
7 5音2回
8 4音 1回
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保証とアフターサービス よくお読みください

使いかた・お手入れ・修理などは

■まず、お買い求め先へ ご相談ください

▼お買い上げの際に記入されると便利です

修理を依頼されるとき
56ページの表にしたがってご確認のあと、なお異常
のあるときは、直ちに販売店または保守契約店へご
連絡ください。

●保証期間中は、保証書の規定に従って出張修理いたします。

保証期間：お買い上げ日から本体１年間

●保証期間終了後は、診断をして修理できる場合はご要望により修理させていただきます。
※修理料金は次の内容で構成されています。

診断・修理・調整・点検などの費用

部品および補助材料代

技術者を派遣する費用

※補修用性能部品の保有期間　

当社は、本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するための部品）を、製造打ち切り後7年保有しています。

アフターサービスについて、おわかりにならないとき
お買い上げの販売店または保証書表面に記載されています連絡先へお問い合わせください。

7年

出張料

部品代

技術料

販売店名

電　話　　　（ ） －

お買い上げ日　　　　　年　　月　　日

●製品名 ラック形非常用放送設備

●品　番 WL-8000A, WL-8500A

●故障の状況　できるだけ具体的に
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長期間使用に関するお願い 

このような状態ではありませんか？ 直ちに使用を中止してください 

煙が出たり、こげくさいにおいや異常な音が 
する。 
電源コード・電源プラグ・ACアダプターが 
異常に熱い。または割れやキズがある。 
製品に触るとビリビリと電気を感じる。 
電源を入れても、音が出てこない。 
その他の異常・故障がある。 

故障や事故防止のため、電源を切り、必ず販売
店または施工業者に点検や撤去を依頼してくだ
さい。 

安全にお使いいただくために、販売店または施工業者による定期的な点検をお願いします。 

本機を長年お使いの場合、外観上は異常がなくても、使用環境によっては部品が劣化している可能性があり、故障
したり、事故につながることもあります。 
下記のような状態ではないか、日常的に確認してください。 
特に10年を超えてお使いの場合は、定期的な点検回数を増やすとともに買い換えの検討をお願いします。 
詳しくは、販売店または施工業者に相談してください。 
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■使いかた・お手入れ・修理などは、まず、お買い求め先へご相談ください。

■その他ご不明な点は下記へご相談ください。

　システムお客様ご相談センター

【ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて】
パナソニック コネクト株式会社およびグループ関係会社は、お客様の個人情報をご相談対応や修理対応などに利用
させていただき、ご相談内容は録音させていただきます。また、折り返し電話をさせていただくときのために発信
番号を通知いただいております。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由がある
場合を除き、第三者に開示・提供いたしません。個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきました窓口に
ご連絡ください。

ホームページからのお問い合わせは　https://biz.panasonic.com/jp-ja/support_cs-contact

ご使用の回線（IP電話やひかり電話など）によっては、回線の混雑時に数分で切れる場合があります。

本書の「保証とアフターサービス」もご覧ください。

受付：9時～17時30分（土・日・祝祭日は受付のみ）電話
※携帯電話・PHSからもご利用になれます。
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